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は
じ
め
に

　

本
論
に
入
る
前
に
本
稿
が
対
象
と
す
る
「
樺
太
島
」（
現
、
サ
ハ
リ
ン
島
）
の

歴
史
的
性
格
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
他
の
地
域
と
は
異
質
な
複
雑
な
側

面
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
、
先
ず
そ
の
点
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

⃝

「
カ
ラ
フ
ト
」
に
対
す
る
多
様
な
呼
称
。

　

①�

、
日
本
側
の
呼
称
＝
「
カ
ラ
フ
ト
」（
唐
太
）、「
北
蝦
夷
地
」、「
樺
太
」、

「
サ
ハ
リ
ン
（
サ
ガ
レ
ン
｛
薩
哈
嗹
｝）」。

　

こ
の
内
、「
唐
太
」
な
る
」
表
記
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
迄
で
、

同
年
六
月
以
降
は
、
幕
府
の
命
に
よ
り
「
北
蝦
夷
地
」
と
改
称
し
た
。
こ

の
改
称
は
、
時
の
幕
府
が
「
カ
ラ
フ
ト
島
」・「
蝦え
ぞ
が夷
島し
ま
」・「
ク
リ
ル
諸
島
」

（
後
の
「
千
島
列
島
」）
を
め
ぐ
る
対
ロ
関
係
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た（
１
）。
こ
の
「
北
蝦
夷
地
」
な
る
呼
称
は
、
明
治
元
年

（
一
八
六
八
）
ま
で
日
本
側
の
正
式
な
呼
称
と
な
っ
た
。
こ
の
呼
称
は
、

近
世
日
本
の
現
北
海
道
島
に
対
す
る
呼
称
が
、
渡
島
半
島
南
端
部
に
形
成

さ
れ
た
「
和
人
専
用
の
地
域
」
と
し
て
の
「
和
人
地
（
松
前
地
）
＝
松
前

藩
の
領
地
」
と
同
地
以
北
の
「
化
外
の
民
」
で
あ
る
「
蝦
夷
」
と
し
て
の

ア
イ
ヌ
民
族
の
居
住
地
と
し
て
の
「
蝦
夷
地
」
の
二
つ
の
地
域
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
（
２
）か
ら
、
こ
の
「
蝦
夷
地
」
を
「
本
蝦
夷
地
」
と
称
し
、

そ
の
北
に
あ
る
「
蝦
夷
地
」
と
い
う
意
味
で
「
北
蝦
夷
地
」
な
る
呼
称
を

用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
北
蝦
夷
地
」
な
る
呼
称
は
、
対
ロ
関
係
を
強
く
意
識
し

た
呼
称
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
一
五
日
、
維
新
政
府
が
従
来

の
「
松
前
・
蝦
夷
地
」
又
は
「
蝦え
ぞ
が夷
島し
ま
」
を
「
北
海
道
」
と
改
称
し
、
一

一
国
八
六
郡
を
画
定
す
る
と
共
に
、「
北
蝦
夷
地
」
に
対
す
る
呼
称
を
も

「
樺
太
州
」
に
改
称
す
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
「
北
蝦
夷
地
」
の
「
樺
太
州
」
へ
の
改
称
は
、
慶
応
三
年
（
一
八

六
七
）
二
月
二
五
日
（
太
陽
歴
、
三
月
三
〇
日
）、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
於
い
て
日
ロ
間
で
締
結
さ
れ
た
「
カ
ラ
フ
ト
島
仮
規

則
」
の
第
一
条
で
「｛
カ
ラ
フ
ト
｝
島
に
於
て
兩
國
人
民
は
睦
し
く
誠
意

に
交
る
へ
し
。
萬
一
争
論
あ
る
歟
又
は
不
和
の
こ
と
あ
ら
ハ
、
裁
斷
は
其

日
本
領〝
樺
太
〟時
代
の
同
地
の
住
人
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
一
考
察

榎

森

　

進
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所
の
司
人
（the local authorities

）
共
へ
任
す
へ
し
。
若
其
司
人
に
て

決
し
難
き
事
件
は
、
雙
方
近
傍
の
奉
行
（Governors

）
に
て
裁
断
す
へ

し
」、
第
二
条
で
「
兩
國
の
所
領
た
る
上
は
、
露
西
亜
人
・
日
本
人
と
も

全
島
往
来
勝
手
た
る
へ
し
。
且
い
ま
だ
建
物
並
園
庭
所
歟
総
て
産
業
の
爲

に
用
ひ
さ
る
場
所
へ
は
移
住
建
物
等
勝
手
た
る
へ
し
」
と
謳
っ
て
い
る
よ

う
に
、
同
「
仮
規
則
」
に
よ
っ
て
「
カ
ラ
フ
ト
島
」
が
名
実
共
に
日
ロ
両

国
の
「
雑
居
地
」
に
な
っ
た
こ
と
（
３
）と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

　
②
、
中
国
・
ロ
シ
ア
側
の
呼
称
。

　

ⓐ
、
中
国
側
の
呼
称
。
中
国
の
史
書
や
記
録
類
に
「
カ
ラ
フ
ト
島
」
の

「
ア
イ
ヌ
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
始
め
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
元
朝
に
関
す

る
記
録
や
歴
史
書
か
ら
で
、
元
朝
に
関
す
る
代
表
的
な
史
書
で
あ
る
『
元

史
』
で
は
、「
カ
ラ
フ
ト
島
」
の
「
ア
イ
ヌ
」
を
「
骨
嵬
（
グ
ウ
エ
イ
）」
と

記
し
、
明
代
の
史
書
・
地
図
類
で
は
「
苦
于
（
ク
ウ
）」、「
苦
夷
（
ク
イ
）」

（
中
国
で
出
版
し
た『
中
国
歴
史
地
図
集
』で
は
、清
代
に
は
、「
庫
野（
ク

イ
エ
）」・「
庫
葉
（
ク
イ
エ
）」・「
庫
頁
（
ク
イ
エ
）」）
等
と
表
記
し
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
表
記
は
、
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
諸
民
族
や
「
サ
ハ
リ

ン
島
」
の
ニ
ヴ
フ
民
族
・
ウ
イ
ル
タ
民
族
が
同
島
の
「
ア
イ
ヌ
」
を
「
ク

ギ
」
又
は
「
ク
イ
」
と
称
し
た
こ
と
か
ら
、
中
国
の
各
王
朝
が
そ
の
発
音

を
漢
字
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
４
）。
な
お
、
現
在
中
国
が
出
版
し
た
地
図
で

は
、「
薩サ

哈ハ

林リ
ン
島
（
庫ク

頁イ
エ
島
）」
と
、
ロ
シ
ア
側
の
呼
称
と
中
国
側
の
呼

称
を
併
記
し
て
い
る
が
、
後
者
の
中
国
側
の
呼
称
「
庫
頁
島
」
は
、
文
字

通
り
「
ア
イ
ヌ
の
島
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。　

　
ⓑ
、
ロ
シ
ア
側
の
呼
称
。

　

「
サ
ハ
リ
ン
島
（О （
オ
ス
ト
ロ
フ
）

с
т
р
о
в　

С

（

サ

ハ

リ

ン

）

а
х
а
л
и
н

」。
原
義
は
、
満
洲

語
の「sahaliyan

（
黒
い
）」、「ula

（
江
・
河
）」、「ungga

（
口
）」、「hada

（
崖
・
岩
）
の
意
な
の
で
、
直
訳
す
る
と
「
黒
い
河
の
河
口
の
崖
（
又
は

岩
山
）
の
意
に
な
る
（
５
）。「

ア
ム
ー
ル
川
」
の
現
中
国
側
の
名
称
「
黒
龍
江

（H
eilongjang

）」
は
、
満
洲
語
の
「
黒
い
河
」
の
意
訳
で
あ
る
。
な
お
、

中
国
の
清
朝
は
満
洲
民
族
が
建
国
し
た
王
朝
で
、
満
洲
民
族
は
、
一
二
世

紀
初
頭
、
中
国
の
北
東
地
域
の
松
花
江
流
域
か
ら
沿
海
地
方
に
か
け
た
地

域
に
「
金
國
」
を
建
国
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系
民
族
の
「
女
真
｛
女
直
｝
族
」

の
後
胤
で
あ
る
。

⃝

「
所
属
国
家
が
幾
度
も
変
化
し
た
｛
島
｝」。

　

古
代
～
一
八
世
紀
、
中
国
の
各
王
朝
が
同
島
の
住
民
（
ニ
ヴ
フ
・
ウ
イ

ル
タ
・｛
一
三
世
紀
以
降
は
ア
イ
ヌ
を
含
む
｝）
等
に
各
王
朝
へ
の
「
朝
貢
」

を
強
要
し
た
時
期
。
但
し
、
一
八
世
紀
半
ば
以
降
は
、
近
世
日
本
の
幕
藩

制
国
家
を
形
成
し
て
い
た
松
前
藩
が
同
島
南
部
地
域
（
大
略
北
緯
五
〇
度

以
南
の
地
域
）
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
か
ら
同
島
に
渡
来

し
た
「
サ
ン
タ
ン
人
（
山
丹
人
）」｛
こ
の
呼
称
は
、
日
本
側
の
呼
称
で
、

歴
史
上
の
民
族
名
は
、（
ウ
リ
チ
民
族
）で
あ
る
｝と
の
交
易
の
進
展
を
見
、

次
い
で
彼
等
と
幕
府
、
松
前
藩
と
の
交
易
の
発
展
を
見
る
と
共
に
、
松
前

藩
の
藩
士
や
幕
府
の
役
人
が
同
地
域
の
調
査
を
実
施
し
た
。
文
化
八
年

（
一
八
一
一
）
に
成
っ
た
間
宮
林
蔵
の
『
東
韃
地
方
紀
行
』
は
、
上
記
の

ウ
リ
チ
民
族
と
時
の
清
朝
の
関
係
を
探
る
べ
く
、「
北
蝦
夷
地
」
か
ら
大

陸
に
渡
り
、
ア
ム
ー
ル
川
最
下
流
域
に
お
け
る
ウ
リ
チ
民
族
と
清
朝
と
の

20
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朝
貢
関
係
の
実
態
を
初
め
、
ア
ム
ー
ル
川
再
下
流
域
の
地
理
的
様
相
等
を

詳
細
に
記
し
た
学
術
的
価
値
が
高
い
記
録
で
あ
る
。
以
後
、
こ
う
し
た
動

向
が
顕
著
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
ウ
リ
チ
民
族
は
、
ア
ム
ー
ル
川
を
「
マ
ン
コ
ー
河
」
又
は
「
マ

ン
グ
ー
」〔
原
義
は
、「
大
き
い
河
」
の
意
で
自
称
で
も
あ
る
（
６
）〕
と
称
し
た

こ
と
か
ら
、
幕
末
の
日
本
側
の
記
録
・
地
図
類
で
は
、「
マ
ン
コ
ー
河
」

と
記
す
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。

　

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
月
の
ロ
シ
ア
と
の
「
カ
ラ
フ
ト
島
仮
規
則
」

の
締
結
に
よ
っ
て
、
以
後
、
同
島
は
、
名
実
共
に
日
ロ
両
国
の
「
雑
居
地
」

に
な
っ
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

⃝
�

「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
」
の
締
結
に
伴
う
「
樺
太
ア
イ
ヌ
」
の
北
海
道

へ
の
強
制
移
住
。

　

「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
」
よ
っ
て
、「
樺
太
島
」
全
島
が
ロ
シ
ア
領
、

シ
ュ
ム
シ
ュ
（
占
守
）
島
～
ウ
ル
ッ
プ
（
得
撫
）
島
間
の
所
謂
「
北
千
島

と
中
千
島
」
が
日
本
領
と
な
っ
た
が
、
高
等
学
校
用
の
『
高
校
日
本
史
Ｂ
』

で
は
、
こ
の
問
題
を
「
国
土
の
画
定
」
又
は
「
国
際
関
係
の
確
立
」
と
い

う
項
目
で
極
め
て
簡
単
に
記
述
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

条
約
は
、
時
の
日
本
政
府
が
樺
太
島
と
北
千
島
に
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ

民
族
を
前
者
で
は
「
北
海
道
石
狩
国
対ツ
イ
シ
カ
リ
雁
」
に
、
後
者
で
は
、「
色
丹
島
」

に
強
制
移
住
さ
せ
る
と
い
う
大
問
題
を
結
果
し
た
こ
と
に
目
を
向
け
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
問
題
に
な
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
樺
太
島

か
ら
「
北
海
道
石
狩
国
対
雁
」
へ
の
強
制
移
住
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
拙
著（
７
）で
も
詳
細
に
記
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
要
点
の
み

を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

「
樺
太
ア
イ
ヌ
」
の
北
海
道
へ
の
強
制
移
住
に
関
わ
る
文
言
が
記
さ
れ
て
い

る
の
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
五
月
七
日
、
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
で
、
日
本
側
全
権
榎
本
武
揚
と
ロ
シ
ア
側
全
権
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
の

間
で
締
結
さ
れ
た
「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
（
ロ
シ
ア
側
の
名
称
は
、「
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
条
約
」）
後
の
同
年
八
月
二
二
日
、
日
本
の
東
京
で
調
印

さ
れ
た
全
六
カ
条
か
ら
な
る
「
条
約
附
録
」
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
同

「
条
約
附
録
」
第
四
条
に
「
樺
太
（
サ
ガ
リ
ヌ
）
フ
ラ
ン
ス
語
の
正
文
に
は
、

「
樺
太
（K

arafuto

）」
の
語
彙
は
無
く
、Sahalineto

と
の
み
記
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
引
用
者
）
及
ク
リ
ル
島
（iles kouriles

）
ニ
住
ス
ル
土
人

（aborigenes

）
ハ
、
現
に
住
ス
ル
所
ノ
地
ニ
永
住
シ
、
且
其
儘
現
領
主
ノ
臣

民
タ
ル
の
権
ナ
シ
故
ニ
、
若
シ
其
自
個（
己
）ノ
政
府
ノ
臣
民
タ
ラ
ン
事
ヲ
欲
ス
レ

ハ
、
其
居
住
ノ
地
ヲ
去
リ
、
其
領
主
ニ
属
ス
ル
土
地
ニ
赴
ク
ベ
シ
、
又
其
儘
在

来
ノ
地
ニ
永
住
ヲ
願
ハ
バ
、
其
籍
ヲ
改
ム
ヘ
シ
、
各
政
府
ハ
土
人
去
就
決
心
ノ

爲
メ
此
条
約
附
録
ヲ
右
土
人
ニ
達
ス
ル
日
ヨ
リ
三
ケ
年
ノ
猶
予
ヲ
与
ヘ
置
ク
ヘ

シ
、
此
三
ケ
年
中
ハ
是
迄
ノ
通
リ
樺
太
島
及
ク
リ
ル
島
（Iiles de Sakhaline 

et aux iles kouriles

）
ニ
テ
得
タ
ル
特
許
及
義
務
ヲ
変
セ
ス
シ
テ
漁
猟
及
鳥

獣
其
他
百
般
ノ
職
業
ヲ
営
ム
事
、
妨
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
総
テ
地
方
ノ
規
則
及

法
令
ヲ
遵
法
ス
ヘ
シ
、
前
ニ
述
フ
ル
三
ケ
年
ノ
期
間
過
キ
テ
、
猶
双
方
交
換
済

ノ
地
ノ
居
住
セ
ン
事
ヲ
欲
ス
ル
土
人
ハ
惣
テ
其
地
新
領
主
ノ
臣
民
と
ナ
ル
ヘ

シ（
８
）」（
傍
線
引
用
者
）
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

即
ち
、
同
「
条
約
附
録
」
の
文
言
に
従
え
ば
、
樺
太
島
に
居
住
し
て
い
る
「
土
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人
」（
先
住
民
）
の
国
籍
の
選
択
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
月
二
二
日

か
ら
「
三
ケ
年
以
内
」
に
決
定
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
時
の
日
本
政
府
（「
開
拓
使
」）
は
、
同
条
約
が
東
京
で
批
准
さ

れ
る
以
前
か
ら
、「
樺
太
」
に
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
移
住
先
を
北
海

道
石
狩
の
「
江
別
太
（
現
江
別
市
の
内
）」
と
決
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
９
）。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
の
こ
う
し
た
行
為
は
、
当
該
条
約
、
特
に
「
条
約
附
録
」

の
内
容
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
、
樺

太
の
ア
イ
ヌ
民
族
は
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
九
月
九
日
か
ら
一
〇
月
一
日

に
か
け
て
開
拓
使
の
役
人
に
よ
っ
て
北
海
道
の
宗
谷
地
方
に
強
制
的
に
移
住
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
戸
数
と
人
数
は
、
九
二
戸
、
八
四
一
人
で
あ
っ
た
。

同
年
の
樺
太
の
ア
イ
ヌ
戸
口
は
定
か
で
な
い
が
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の

「
樺
太
州
」
の
ア
イ
ヌ
の
戸
口
は
、
三
八
四
戸
、
二
、三
七
二
人
で
あ
っ
た
の

で
（『
開
拓
使
事
業
報
告
』）、
北
海
道
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
は
、

戸
数
で
全
体
の
約
二
六
％
、
人
数
で
全
体
の
約
三
五
％
強
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、彼
等
の
多
く
は
、「
樺
太
」南
部
の
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
地
域
、特
に「
ク

シ
ュ
ン
コ
タ
ン
」
を
中
心
と
す
る
地
域
の
ア
イ
ヌ
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ

の
大
き
な
要
因
は
、
近
世
以
来
「
北
蝦
夷
地
」（
樺
太
）
で
の
漁
業
経
営
を
栖

原
角
兵
衛
と
伊
達
林
右
衛
門
の
二
名
が
共
同
で
請
け
負
い
、
こ
の
二
名
が
漁
業

経
営
を
行
っ
て
い
た
主
要
な
漁
場
が
「
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
」
を
中
心
と
す
る
ア

ニ
ワ
湾
沿
岸
の
各
漁
場
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　

か
く
し
て
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
南
部
の
内
、
主
に
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
部
に
居

住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
九
二
戸
、
八
四
一
名
が
北
海
道
の
宗
谷
地
方
の
一
二
カ
所

に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
一
二
カ
所
は
、
総
て
現
在
の
稚
内

市
域
で
あ
る
。
開
拓
使
に
よ
る
樺
太
ア
イ
ヌ
の
北
海
道
へ
の
強
制
移
住
は
そ
れ

だ
け
で
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
時
の
開
拓
使
は
、
翌
明
治
九
年
（
一
八
七
八
）

六
月
一
三
日
か
ら
官
憲
を
動
員
し
て
彼
等
を
官
船
・
玄
武
丸
と
矯
龍
丸
に
強
制

的
に
乗
船
さ
せ
、
小
樽
経
由
で
江
別
の
対
ツ
イ
シ
カ
リ

雁
に
再
度
移
住
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
、
対
雁
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
樺
太
の
ア
イ
ヌ
は
、
一
三
六
戸
、
八
五
四

人
で
あ
っ
た
。
宗
谷
地
方
へ
の
移
住
時
よ
り
一
三
人
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
間
に
お
け
る
出
生
・
死
亡
の
増
減
に
伴
う
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
樺
太
ア
イ
ヌ
は
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
強
制
的
に
樺
太
の
居
住
地

か
ら
北
海
道
江
別
の
対
雁
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
が
、
自
然
地
理
的
環
境
の
大
き

な
変
化
等
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
生
活
が
破
壊
さ
れ
た
の
に
加
え
、
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）
～
一
九
年
（
一
八
八
六
）
の
数
度
に
わ
た
る
コ
レ
ラ
や
天
然
痘

の
流
行
の
犠
牲
に
な
り
、
三
〇
〇
余
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
残
さ

れ
た
人
達
は
対
雁
を
棄
て
、
全
員
石
狩
町
に
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、

後
述
の
よ
う
に
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
日
露
戦
争
の
講
和
条
約
に
よ

り
、
北
緯
五
〇
度
以
南
の
南
樺
太
が
日
本
領
と
な
る
や
、
彼
等
は
こ
の
南
樺
太

に
戻
っ
た（

（1
（

。

日
本
領
「
樺
太
」
時
代
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
。

　

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
、「
日
露
戦
争
」
が
勃
発
し
た
が
、
翌
明

治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

州
東
部
の
港
湾
都
市
・
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
日
露
戦
争
終
結
の
た
め
の
「
日
露
講
和

条
約
」
が
調
印
さ
れ
、
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
樺
太
島
の
内
、
北
緯
五
〇
度
以
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南
の
地
域
が
正
式
に
日
本
領
と
な
っ
た
。
以
後
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
八

月
一
四
日
、
日
本
政
府
の
閣
僚
が
「
御
前
会
議
」
で
〝
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
〟
を
受

諾
す
る
旨
を
決
定
し
て
、
そ
の
旨
を
連
合
国
へ
通
知
し
、
翌
八
月
一
五
日
、
天

皇
（
大
日
本
帝
国
憲
法
下
の
最
後
の
天
皇
、
名
は
裕ひ
ろ
ひ
と仁
）
が
「
終
戦
」
の
詔
書

を
ラ
ジ
オ
で
放
送
（
所
謂
〝
玉
音
放
送
〟）
し
て
、
長
く
続
い
た
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
は
事
実
上
終
結
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
広
島
へ
の
原
爆
投
下

直
後
の
八
月
九
日
、
ソ
連
が
日
本
に
宣
戦
布
告
し
、
ソ
連
軍
が
中
国
東
北
部
の

旧
「
満
州
」
地
域
を
初
め
、
サ
ハ
リ
ン
島
（
樺
太
島
）
の
北
緯
五
〇
度
以
南
の

日
本
領
と
千
島
列
島
に
進
軍
、
そ
の
結
果
サ
ハ
リ
ン
島
（
樺
太
島
）
の
北
緯
五

〇
度
以
南
に
居
住
し
て
い
た
多
く
の
日
本
人
が
北
海
道
の
函
館
市
に
引
き
揚
げ

た
。

　

な
お
、「
函
館
援
護
局
」
が
担
当
し
た
引
揚
者
の
主
た
る
居
住
地
は
、
樺
太
・

千
島
地
区
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
（
昭
和
二
一
年
｛
一
九
四
六
｝）
一
二
月
、

第
二
次
（
昭
和
二
二
年
｛
一
九
四
七
｝
一
月
）、
第
三
次
（
昭
和
二
二
年
｛
一

七
四
七
｝
四
月
～
一
二
月
、
第
四
次
（
昭
和
二
三
年
｛
一
九
四
八
｝
五
月
～
一

二
月
、
第
五
次
（
昭
和
二
四
年
｛
一
九
四
九
｝
六
月
～
七
月
に
お
け
る
引
揚
者

の
合
計
人
数
を
地
域
別
に
見
る
と
、「
樺
太
」
が
二
七
九
、三
五
六
人
で
全
体
の

八
九
・
七
％
、「
千
島
」
が
一
三
、四
〇
四
人
で
全
体
の
四
・
三
％
、「
満
州
」

が
一
六
、五
九
七
人
で
全
体
の
五
・
三
％
、「
朝
鮮
」
が
一
、五
五
〇
人
で
全
体

の
〇
・
五
％
、「
中
国
」
が
五
四
五
人
で
全
体
の
〇
・
二
％
を
占
め
、「
樺
太
」

か
ら
の
引
揚
者
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た（

（1
（

。
こ

う
し
た
特
徴
は
、
日
本
領
「
樺
太
」
時
代
の
同
地
の
居
住
人
の
出
身
地
域
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
程
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
戦
後
、
日
本
領
（
樺
太
）
時
代
の
同
島
の
通
史
を
記
し
た
文
献
は
長

い
間
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年
に
漸
く
出
版
さ
れ
た
。
原
睴
之
・

天
野
尚
樹
編
著
『
樺
太
四
〇
年
の
歴
史　
　

四
〇
万
人
の
故
郷　
　

』（
一
般

社
団
法
人
全
国
樺
太
連
盟
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
の
内

容
と
深
く
関
わ
る
の
に
加
え
、
各
章
の
内
容
を
「
編
年
形
式
」
で
記
述
す
る
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
同
書
の
「
章
名
」

を
示
し
て
お
き
た
い
。
な
お
西
暦
は
、
算
用
数
字
で
示
し
た
。

　

「
序
章
、
樺
太
の
地
理
と
人
び
と
」、「
第
一
章
、
漁
業
根
拠
地
か
ら
の
離
陸
、

１
９
０
５
～
15
年
」、「
第
二
章
、
森
と
共
に
生
き
る
人
び
と
、
１
９
１
５
～
24

年
」、「
第
三
章
、
炭
鉱
で
生
き
る
人
び
と
、
１
９
２
５
～
36
年
」、「
第
四
章
、

平
時
か
ら
戦
争
へ
、
１
９
３
７
～
45
年
㈠
樺
太
の
政
治
構
造
」、「
第
五
章
、
平

時
か
ら
戦
争
へ
、
１
９
３
７
～
45
年
㈡
戦
時
下
の
樺
太
社
会
」、「
第
六
章
、
樺

太
の
戦
争
、
１
９
４
５
～
49
年
」。

　

こ
の
内
、「
序
章
、
樺
太
の
地
理
と
人
び
と
」
の
「
第
３
節
、
樺
太
に
暮
ら

し
た
人
び
と
」
の
内
容
は
、
本
稿
と
密
接
に
関
わ
る
の
で
、
こ
こ
で
、
そ
の

要
点
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
（
数
字
は
す
べ
て
算
用
数
字
に
し
た
：
榎
森
）。

〝
樺
太
に
は
、
最
も
多
い
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
の
時
点
で
40
万
６
，５
５

７
人
の
人
び
と
が
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
内
訳
は
、
日
本
人
38
万
４
，７
８
６

人
、
ア
イ
ヌ
１
，２
７
２
人
、
ア
イ
ヌ
以
外
の
少
数
民
族
４
２
５
人
、
朝
鮮
人

１
万
９
，７
６
８
人
、
外
国
人
３
０
６
人
で
あ
る
（『
樺
太
庁
統
計
書
、
昭
和
16

年
』）。〈
な
お
、
こ
の
年
の
一
二
月
八
日
に
は
、
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾

に
奇
襲
攻
撃
を
加
え
て
、
米
・
英
に
宣
戦
布
告
を
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ

た
年
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
（
榎
森
）〉。〟
次
章
以
下
で
語
ら
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れ
る
樺
太
40
年
の
歴
史
は
、
主
と
し
て
日
本
人
の
暮
ら
し
の
物
語
で
あ
る
。
し

か
し
、
日
本
人
以
外
の
民
族
も
多
く
暮
ら
し
て
い
た
〟
と
記
し
た
上
で
、「
先

住
民
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。〝
歴
史
的
な
サ
ハ
リ
ン
島
の
先

住
者
は
ア
イ
ヌ
、
ウ
イ
ル
タ
、
ニ
ヴ
フ
な
ど
の
民
族
で
あ
る
。
樺
太
庁
の
統
計

で
は
当
初
、
彼
ら
は
す
べ
て
「
土
人
」
と
く
く
ら
れ
て
い
た
。
１
９
３
３
（
昭

和
８
）
年
以
降
、
ア
イ
ヌ
に
の
み
籍
が
与
え
ら
れ
て
「
内
地
人
」、
つ
ま
り
「
日

本
人
」
と
同
じ
分
類
に
入
る
。
そ
れ
以
外
の
少
数
民
族
に
は
戸
籍
が
与
え
ら
れ

ず
、「
土
人
」
扱
い
の
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
区
別
は
、
日
本
人
と
の
歴
史

的
関
わ
り
の
深
さ
に
由
来
す
る
。（
中
略
）。
１
８
７
５
年
（
明
治
８
）
年
に
締

結
さ
れ
た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
条
約
（
い
わ
ゆ
る
「
樺
太
・
千
島
交
換
条

約
」）
で
サ
ハ
リ
ン
島
全
島
が
ロ
シ
ア
領
に
な
る
と
、
当
時
サ
ハ
リ
ン
島
に
居

住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
約
２
，０
０
０
人
の
う
ち
８
４
１
人
が
宗
谷
に
移
住
し
た
。

彼
等
は
翌
76
年
、
開
拓
使
に
よ
っ
て
、
札
幌
近
郊
の
対
つ
い
し
か
り
雁
（
現
江
別
市
）
に

強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
。
慣
れ
な
い
内
陸
部
で
の
暮
ら
し
で
、
農
業
や
製
網
に

従
事
し
、
日
本
語
教
育
も
受
け
た
。

　

１
８
８
６
～
87
（
明
治
19
～
20
）
年
に
は
、
コ
レ
ラ
の
流
行
で
約
３
５
０
人

が
死
亡
し
た
。
１
８
９
０
年
以
降
、
彼
等
は
続
々
と
サ
ハ
リ
ン
島
に
戻
り
は
じ

め
る
（
樺
太
ア
イ
ヌ
史
研
究
会
編
『
対
雁
の
碑
』）。
樺
太
庁
は
、
１
９
０
８
～

21
年
の
あ
い
だ
に
、
ア
イ
ヌ
を
島
内
10
か
所
に
集
住
さ
せ
、
日
本
人
入
植
者
と

は
隔
離
し
た
。
教
育
は
日
本
語
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
北
海
道
で
の
ア
イ
ヌ
統
治

を
規
定
し
た
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
」（
１
８
９
９
年
）
は
樺
太
に
は
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
。（
中
略
）

　

朝
鮮
人　
民
族
別
人
口
に
お
い
て
日
本
人
に
次
い
で
多
い
の
が
朝
鮮
人
で
あ

る
。
樺
太
の
朝
鮮
人
人
口
が
増
え
は
じ
め
る
の
は
、
１
９
２
０
年
代
以
降
で
あ

る
。
１
９
２
１
年
時
点
で
４
６
２
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
朝
鮮
人
は
、
１
９
２
５

年
に
３
，２
０
６
人
、
１
９
３
０
年
に
は
５
，３
６
０
人
、
１
９
３
５
年
に
は

７
，０
５
３
人
と
急
増
す
る
。
こ
の
朝
鮮
人
人
口
の
急
増
は
、
樺
太
の
産
業
発

展
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

　

急
速
に
発
展
す
る
パ
ル
プ
・
製
紙
業
、
林
業
、
石
炭
業
に
お
い
て
不
足
す
る

労
働
力
は
、
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
た
面
が
大
き
い
。
彼
ら
は
大
き
く
四

つ
の
経
路
で
樺
太
に
や
っ
て
き
た
。
①
朝
鮮
半
島
か
ら
直
接
、
②
北
海
道
な
ど

日
本
を
経
由
し
て
、
③
ロ
シ
ア
領
沿
海
州
か
ら
、
④
北
サ
ハ
リ
ン
を
経
由
し
て
、

の
四
つ
で
あ
る
。

　

③
と
④
に
つ
い
て
は
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
起

こ
っ
た
ロ
シ
ア
革
命
に
と
も
な
い
、
ロ
シ
ア
国
内
で
は
革
命
派
と
反
革
命
派
に

分
か
れ
て
内
戦
が
勃
発
す
る
。
日
本
は
１
９
１
８
年
、
反
革
命
派
の
側
に
立
っ

て
こ
の
内
戦
に
介
入
す
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
と
も
、
対
ソ
干
渉
戦
争
と
も
呼
ば

れ
る
こ
の
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
、
日
本
の
勢
力
圏
は
ロ
シ
ア
極
東
地
域
に
拡
大

す
る
。
そ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
ロ
シ
ア
極
東
に
進
出
し
た
の
が
日
本
の
製
紙
業

と
林
業
で
あ
る
。
広
大
な
土
地
に
広
が
る
豊
富
な
森
林
資
源
が
目
当
て
で
あ
っ

た
。

　

日
本
企
業
に
よ
る
森
林
開
発
は
主
と
し
て
沿
海
州
で
展
開
さ
れ
た
。
ち
ょ
う

ど
サ
ハ
リ
ン
島
の
対
岸
に
平
行
す
る
よ
う
に
伐
採
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
人
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
が
多
く
働
い

て
い
た
。
１
９
２
２
年
に
日
本
軍
が
干
渉
戦
争
か
ら
撤
退
す
る
と
、
日
本
企
業

の
多
く
も
沿
海
州
か
ら
手
を
引
い
て
い
く
。
行
き
場
を
失
っ
た
朝
鮮
人
の
多
く
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が
対
岸
の
サ
ハ
リ
ン
島
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
（
萩
野
敏
雄
『
日
露
林
業
国
際
関

係
史
論
』）。

　

実
は
、
当
時
の
サ
ハ
リ
ン
島
は
、
全
島
が
事
実
上
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。

北
緯
50
度
以
北
の
ロ
シ
ア
領
サ
ハ
リ
ン
も
日
本
軍
が
占
領
下
に
お
い
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
１
９
２
０
年
、
間
宮
海
峡
に
面
す
る
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
（
ニ
コ

ラ
イ
エ
フ
ス
ク
ナ
ア
ム
ー
レ
）
で
、
ロ
シ
ア
の
革
命
派
パ
ル
チ
ザ
ン
軍
が
在
住

日
本
人
７
３
１
人
を
殺
害
す
る
と
い
う
悲
劇
が
あ
っ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク

の
当
時
の
日
本
で
の
呼
び
名
を
用
い
て
尼に

港こ
う
事
件
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
事
件

の
解
決
が
果
た
さ
れ
る
ま
で
と
い
う
名
目
で
日
本
軍
は
北
サ
ハ
リ
ン
を
占
領
す

る
。
こ
の
占
領
状
態
は
１
９
２
５
年
ま
で
つ
づ
い
た
。
占
領
解
除
に
と
も
な
い
、

北
サ
ハ
リ
ン
に
い
た
朝
鮮
人
の
多
く
は
、
国
境
を
越
え
て
南
の
樺
太
に
移
動
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
③
と
④
の
経
路
で
移
動
し
て
き
た
朝
鮮
人
は
主
と
し
て
西

海
岸
の
須
恵
取
、
東
海
岸
の
知し
り
と
る取
（
マ
カ
ロ
フ
）
に
定
着
し
た
。

　

樺
太
の
朝
鮮
人
人
口
が
さ
ら
に
増
加
す
る
の
は
、
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年

以
降
で
あ
る
。
同
年
７
月
、
日
本
政
府
は
、
労
務
動
員
計
画
を
策
定
し
、
軍
需

産
業
の
労
働
力
と
し
て
朝
鮮
人
を
動
員
し
た
。
い
わ
ゆ
る
強
制
連
行
と
は
こ
れ

以
降
の
こ
と
を
指
す
。
１
９
３
９
年
か
ら
１
９
４
３
年
ま
で
に
約
１
万
６
，０

０
０
人
、
そ
れ
以
降
も
動
員
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
人
数
は
わ

か
っ
て
い
な
い
。
彼
等
の
６
割
以
上
が
石
炭
業
に
投
入
さ
れ
、
ほ
か
に
は
飛
行

場
・
鉄
道
・
港
湾
・
工
場
の
建
設
な
ど
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

　

１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年
に
日
本
政
府
は
、
樺
太
島
内
の
炭
鉱
の
３
分
の
２

を
休
閉
鉱
し
た
。
戦
時
下
の
船
舶
不
足
に
よ
り
、
石
炭
の
積
取
船
を
樺
太
に
回

す
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
休
閉
鉱
と
な
っ
た
炭
鉱
の
多
く

は
、
朝
鮮
人
が
多
く
働
く
須
恵
取
や
北
名
好
周
辺
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
仕
事

が
な
く
な
っ
た
鉱
山
労
働
者
の
多
く
が
三
池
、
高
島
、
筑
豊
、
常
磐
、
夕
張
な

ど
の
炭
鉱
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。

　

「
急
速
転
換
」
と
よ
ば
れ
る
こ
の
措
置
で
は
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
朝
鮮
人
も
そ
の
対
象
と
な
っ
た
。
終
戦
時
の
樺
太
在
住
朝
鮮
人
の
数
は
約
２

万
３
，０
０
０
人
と
い
わ
れ
る
（
三
木
理
史
『
移
住
型
植
民
地
樺
太
の
形
成
』）〟

　

引
用
文
が
長
く
な
っ
た
が
、
敢
え
て
多
く
の
部
分
を
引
用
し
た
の
は
、
同
書

は
、
日
本
領
｛
樺
太
｝
時
代
の
同
島
の
歴
史
を
記
し
た
最
初
の
「
通
史
」
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
同
時
期
の
「
樺
太
」
の
住
人
と
「
ア
イ
ヌ

の
人
々
」
の
実
態
に
関
す
る
歴
史
的
意
味
を
理
解
す
る
上
で
、
上
記
に
引
用
し

た
事
柄
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
主
な
史
料
は
、
樺
太
庁
時
代
の
同
庁
の
行
政
文
書

の
大
部
分
が
紛
失
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
一
次
史
料
を
使
用
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
る
た
め
、
多
く
を
樺
太
庁
が
編
集
・
発
行
し
た
『
樺
太
要
覧
』
及

び
樺
太
庁
や
民
間
団
体
が
編
集
・
発
行
し
た
『
年
史
』
類
及
び
出
版
社
が
発
行

し
た
文
献
類
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）、
樺
太
庁
が
『
樺
太
廰
施
政
三
十
年
史
』
な
る

も
の
を
編
集
・
出
版
し
た
。
全
一
、七
八
九
頁
と
い
う
分
厚
い
本
で
あ
る
。「
南

樺
太
」
が
日
本
領
に
な
っ
て
三
〇
年
目
の
こ
と
で
、
日
本
が
中
国
へ
の
侵
略
を

開
始
し
た
「
満
州
事
変
」
の
勃
発
か
ら
僅
か
五
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

同
書
の
執
筆
者
名
は
定
か
で
な
い
が
、
時
の
樺
太
庁
長
官
・
今
村
武
志
の
「
序

文
」
の
内
容
か
ら
し
て
、
樺
太
庁
の
役
人
達
が
執
筆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
書
は
、
様
々
な
意
味
で
、
当
時
の
日
本
に
於
け
る
「
樺
太
」
の
歴
史
的
位
置
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を
考
え
る
う
え
で
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に
興
味
深
い
諸
問
題
を
示
し
て
く
れ

て
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
同
書
を
素
材
に
、
当
時
に
お
け
る
日
本
領
「
樺
太
」

が
有
す
る
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
て
み
た
い
。

樺
太
廰
編
『
樺
太
廰
施
政
三
十
年
史
』
を
考
え
る
。

　

同
書
で
は
、
時
の
「
樺
太
廰
長
官
今
村
武
志
」
が
次
の
よ
う
な
「
序
文
」
を

記
し
て
い
る
。

　

〝
畏
か
し
こく
も　

今き
ん

上
じ
ょ
う
陛
下
（
昭
和
天
皇
の
こ
と
。
名
は
「
裕ひ
ろ
ひ
と仁
」〔
榎
森
〕）

東と
う
ぐ
う宮に
ま
し
ま
し
た
大
正
十
四
年
八
月
、
鶴か
く
駕が

を
朔さ
く
ほ
く北
の
本
島
に
枉
げ
さ
せ
ら

れ
、
親
し
く
御
巡
啓
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
優
渥
な
る
令
旨
を
賜
ひ
今
古
探
検
開
拓

ニ
従
事
シ
タ
ル
者
ノ
跡
ヲ
尋
ネ
深
ク
其
ノ
労
績
ヲ
嘉
ミ
ス
。
顧
フ
ニ
開
發
ノ
業

前
途
尚
遼
遠
ナ
リ
堅
忍
不
撓
一
段
ノ
努
力
ヲ
積
ミ
、
以
テ
前
人
ノ
功
ヲ
空
シ
ク

コ
ト
ナ
ク
更
ニ
後
生
ノ
爲
メ
ニ
永
遠
ノ
基
固
ク
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ま
せ
ら
る
。
曷

ぞ
感
激
に
堪
へ
ん
。
舊
幕
時
代
よ
り
北
地
の
探
検
に
生
命
を
賭
し
、
北
門
の
警

備
に
奔
命
し
た
幾
多
の
前
人
は
地
下
に
感
涙
し
、
現
に
開
拓
に
従
事
し
て
ゐ
る

全
島
民
は
齊
し
く
感
奮
興
既
起
、
報
效
の
萬
一
を
期
せ
る
次
第
で
あ
る
（
中

略
）。
明
治
八
年
千
島
と
交
換
せ
ら
れ
て
ロ
シ
ア
の
有
に
歸
し
、
多
年
容
易
に

解
け
な
か
っ
た
日
露
兩
國
間
の
難
問
題
は
茲
に
平
和
の
裡
に
解
決
を
見
る
に

至
っ
た
。
露
国
の
領
下
に
あ
る
こ
と
三
十
年
、
明
治
三
十
八
年
日
露
の
役
後
、

昔
な
が
ら
の
山
河
草
木
も
皇
軍
の
旋
風
に
蘇
り
、
そ
の
南
半
は
永
く
我
が
版
圖

に
歸
し
、
皇
恩
に
浴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
爾
来
三
十
年
、
本
島
は
、
政
治
・

經
濟
・
教
育
・
産
業
・
交
通
・
土
木
・
治
安
・
衞
生
等
各
般
の
施
設
・
經
営
に

於
て
目
覺
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
人
口
も
三
十
有
五
萬
人
、
他
の
植
民
地
と
異

り
先
住
民
族
は
殆
ど
無
く
、
内
地
の
延
長
の
如
き
観
を
呈
し
て
ゐ
る
。
今
や
拓

殖
十
五
箇
年
計
畫
は
、
着
々
實
施
せ
ら
れ
て
一
大
躍
進
の
途
に
在
り
。
名
實
共

に
北
の
生
命
線
と
し
て
皇
國
北
門
の
鎖さ

鑰や
く

と
な
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
勿
論
管
下

官
民
が
、
北
陬
窮
荒
の
地
に
隆
冬
邡
寒
を
忍
ん
で
桔
据
経
營
し
た
勞
苦
に
基
く

と
は
い
へ
、
偏
に
皇
化
の
致
す
所
に
外
な
ら
な
い
〟。（
ル
ビ
及
び
傍
線
は
引
用

者
）。

　

こ
の
序
文
の
日
本
語
の
あ
り
方
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
戦
前
の
「
大
日
本

帝
国
憲
法
」
に
於
け
る
天
皇
の
国
家
的
位
置
と
官
庁
の
役
人
の
性
格
を
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

先
ず
「
天
皇
」
の
国
家
的
位
置
で
あ
る
。「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
は
、「
第
一

章
、
天
皇
」
の
第
一
条
で
、「
大
日
本
帝
国
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
」、

「
第
三
条
、
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ
侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」、「
第
四
条
、
天
皇
ハ
国
ノ

元
首
ニ
シ
テ
統
治
権
ヲ
総
覧
シ
此
ノ
憲
法
ノ
各
規
ニ
依
リ
之
ヲ
行
フ
」、「
第
一

〇
条
、
天
皇
ハ
行
政
各
部
ノ
官
制
及
文
武
官
ノ
俸
給
ヲ
定
メ
及
文
武
官
ヲ
任
免

ス
」、「
第
一
一
条
、
天
皇
ハ
陸
海
軍
ヲ
統
帥
ス
」、「
第
一
三
条
、
天
皇
ハ
戦
ヲ

宣
シ
和
ヲ
講
シ
及
諸
般
ノ
条
約
ヲ
締
結
ス
」（
傍
線
は
引
用
者
）
と
規
定
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
「
日
本
国
憲
法
」
に
お
け
る
「
国
民
」
を
「
臣
民
」（
第
二
章
）

と
規
定
し
て
い
た
。「
臣
民
」
と
は
、「
天
皇
の
臣
下
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
現
「
日
本
国
憲
法
」
で
は
、「
第
三
章
（
国
民
の
権

利
義
務
）
第
一
五
条
の
②
に
、「
す
べ
て
の
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ

て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務

員
と
も
に
「
全
体
の
奉
仕
者
」
な
の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
戦
前
の
「
樺
太
庁
長
官
」
の
国
家
的
立
場
は
、
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現
在
の
都
道
府
県
の
「
知
事
」（
都
道
府
県
の
二
〇
歳
以
上
〈
二
〇
一
六
年
六

月
九
日
以
降
は
一
八
歳
以
上
〉
の
構
成
員
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
地
方

自
治
体
の
長
）
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
日
本
国
の
「
元
首
」
た
る
「
天

皇
」
が
任
じ
た
官
吏
の
長
と
し
て
の
「
長
官
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
上
記
の

樺
太
庁
長
官
今
村
武
志
の
「
序
文
」
の
日
本
語
は
、
こ
う
し
た
立
場
の
人
物
の

文
章
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
執
筆
者
が
樺
太
庁
の
役
人
で
あ
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
彼
等
が
記
し
た
文
章
そ
の
も
の
に
、
彼
等
に
内
在
す
る
強
い

「
官
尊
民
卑
」
意
識
と
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
日
本
領
「
樺
太
」
に
居

住
し
て
い
た
「
先
住
民
族
」
に
対
す
る
強
い
「
偏
見
と
差
別
意
識
」
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

即
ち
、
同
書
の
「
第
一
五
編
」
で
は
、
時
の
日
本
領
「
樺
太
」
に
居
住
し
て

い
た
「
先
住
民
族
」
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
先
住
民
族
」
の
こ
と

を
記
し
た
同
書
の
編
名
は
「
第
一
五
編
、
土
人
」
と
な
っ
て
お
り
、「
第
一
章
」

で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。〝
我
が
樺
太
に
在
住
し
て
居
る
土
人
と
は
、

ア
イ
ヌ
・
ニ
ク
ブ
ン
（
ギ
リ
ヤ
ー
ク
）・
オ
ロ
コ
・
キ
ー
リ
ン
・
サ
ン
ダ
ー
及

ヤ
ー
ク
ー
ト
の
六
種
族
を
指
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は
比
較
的
從
順
で
は
あ
る
が
、

其
の
智
能
は
概
し
て
低
い
。
其
の
中
で
同
化
程
度
の
稍
々
高
い
ア
イ
ヌ
族
で

も
、
内
地
人
社
會
の
競
爭
場
裡
に
伍
し
自
立
し
て
行
く
こ
と
は
到
底
出
來
な
い

状
態
に
あ
る
の
で
、
農
業
・
漁
業
・
其
の
他
に
關
し
特
殊
の
制
度
を
設
け
て
指

導
奨
勵
し
、
生
活
の
基
盤
を
安
固
に
す
る
と
共
に
、
子
弟
の
教
養
・
衛
生
思
想

の
向
上
喚
起
等
に
重
點
を
置
き
、
彼
等
の
風
習
を
毀
け
ぬ
範
囲
で
自
由
文
明
の

恵
澤
に
浴
さ
せ
る
様
専
ら
其
の
保
護
誘
掖
に
努
め
て
ゐ
る
〟（
傍
線
は
、
引
用

者
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

日
本
領
「
樺
太
」
に
お
け
る
先
住
民
族
の
人
口
の
推
移
と
主
な
居
住
地
。

　

次
に
日
本
領
「
樺
太
」
時
代
に
同
地
に
居
住
し
て
い
た
樺
太
庁
が
「
土
人
」

と
称
し
た
先
住
民
族
の
人
口
の
推
移
と
主
な
居
住
地
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
。
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
お
け
る
先

住
民
族
の
戸
数
、
人
口
の
動
態
を
示
す
と
表
１
の
通
り
で
あ
る
。

　

樺
太
庁
が
編
集
・
出
版
し
た
文
献
や
そ
れ
に
準
じ
る
民
間
の
編
集
・
出
版
物

で
は
、
上
記
の
よ
う
に
、
同
地
の
先
住
民
族
を
「
土
人
」
と
記
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
、
各
民
族
の
「
自
称
」
名
で
記
す
こ
と
と
し
た
い
。
即
ち
、「
ア
イ
ヌ
」

は
「
ア
イ
ヌ
」、「
ニ
ク
ブ
ン
」・「
ギ
リ
ヤ
ー
ク
」
は
、「
ニ
ヴ
フ
」、「
オ
ロ
ッ
コ
」

は
、「
ウ
イ
ル
タ
」、「
キ
ー
リ
ン
」・「
サ
ン
ダ
ー
」・「
ヤ
ク
ー
ト
」
は
、
共
に

戸
数
・
人
口
が
極
め
て
少
な
い
の
で
、
ま
と
め
て
「
そ
の
他
」
と
記
し
た
。

　

「
表
１
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
昭
和
二
年
（
一
九
二

九
）
に
至
る
時
期
の
ア
イ
ヌ
の
人
口
は
、大
正
二
年（
一
九
一
三
）の
一
、一
六
六

人
と
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
の
七
九
〇
人
及
び
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）

の
一
、二
二
八
人
を
除
け
ば
、
大
略
一
、三
〇
〇
人
台
か
ら
一
、六
〇
〇
人
台
を

維
持
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、
こ
の
間
の
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
は
、
戸
数
は
そ
れ
程
減
少
し
て
い
な
い
の
に
、
人
口
の
み
が
僅

か
に
七
九
〇
人
と
極
端
に
減
少
し
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
こ
の
人
口
減
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
知
る
べ
き
樺
太
庁
の
記
録
が
な
い
の
で
、
不
明
と
し

か
言
え
な
い
が
、
戸
数
に
は
不
自
然
な
数
値
が
み
ら
れ
な
い
の
に
、
人
口
の
み

が
極
端
に
減
少
し
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、「
疫
病
」
の
流
行
を
読
み
取
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

実
は
、
同
年
に
は
、
北
海
道
で
、
伝
染
病
が
大
流
行
し
、
多
く
の
人
が
死
亡
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表
１
　
日
本
領
「
樺
太
」
の
先
住
民
族
の
戸
数
・
人
口
の
推
移

年
次

西
暦

ア
イ

ヌ
ニ

ヴ
フ

ウ
イ

ル
タ

他
合

計
戸

数
人

口
戸

数
人

口
戸

数
人

口
戸

数
人

口
戸

数
人

口
明

治
39年

1906
190

1,613
10

37
11

19
　

―
―

211
1,291

40年
1907

208
1,439

17
139

37
334

2
8

264
1,919

41年
1908

281
1,597

21
185

49
263

2
7

360
2,052

42年
1909

202
1,652

28
151

58
270

7
35

295
2,108

43年
1910

304
1,597

28
150

68
318

7
38

407
2,103

44年
1911

303
1,574

28
134

83
381

7
38

407
2,103

大
正

元
年

1912
303

1,614
28

137
90

397
2

2
423

2,150
２

年
1913

223
1,166

27
136

86
387

2
3

338
1,692

３
年

1914
321

790
26

62
69

160
5

14
421

1,026
４

年
1915

333
1,590

22
106

68
346

5
24

428
2,066

５
年

1916
344

1,662
22

99
66

347
6

25
438

2,133
６

年
1917

334
1,698

22
99

67
346

6
25

429
2,168

７
年

1918
343

1,676
28

116
62

330
5

23
438

2,145
８

年
1919

324
1,536

25
106

56
302

4
20

409
1,964

９
年

1920
286

1,353
18

94
49

277
3

16
356

1,740
10年

1921
300

1,331
19

103
49

275
3

14
371

1,723
11年

1922
341

1,228
17

78
40

213
1

6
399

1,525
12年

1923
340

1,491
17

77
40

214
1

6
398

1,788
13年

1924
314

1,325
18

81
47

245
1

6
380

1,657
14年

1925
304

1,339
24

104
48

258
3

23
379

1,724
昭

和
元

年
1926

315
1,409

24
106

48
258

8
41

395
1,814

２
年

1927
360

1,512
24

115
52

286
9

56
445

2,069

（
注

）
樺

太
廰

農
林

部
編

『
樺

太
殖

民
の

沿
革

』（
昭

和
４

年
７

月
）

に
よ

る
。

28

日
本
領
〝
樺
太
〟
時
代
の
同
地
の
住
人
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
一
考
察



し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
年
、
北
海
道
で
は
、
腸
チ
フ
ス
と
パ
ラ
チ
フ

ス
が
大
流
行
し
、
腸
チ
フ
ス
の
患
者
が
二
、四
九
二
人
、
同
病
で
死
亡
し
た
人

が
三
五
六
人
、
パ
ラ
チ
フ
ス
の
患
者
が
一
、一
一
七
人
、
同
病
で
死
亡
し
た
人

が
一
一
五
人
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、当
時
、

「
樺
太
」
と
「
北
海
道
」
と
の
人
的
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
同
年
に
は
、
こ
う
し
た
伝
染
病
が
北
海
道
の
住
人
を
通
じ
て
樺
太

の
住
人
に
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
、
樺
太
で
も
流
行
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
推
察
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
初
め
と
す
る
先
住
民
族
は
、
当
時
日

本
領
「
樺
太
」
の
全
域
に
居
住
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
無
く
、

居
住
地
域
は
、
特
定
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

「
表
２
」
は
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
一
〇
月
一
日
現
在
に
お
け
る
居

住
地
域
別
先
住
民
族
の
戸
数
・
人
口
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
住
民
族
の

約
八
〇
％
弱
を
占
め
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
主
な
居
住
地
域
の
内
訳
を
見
る
と
、
西

海
岸
部
の
眞ま

岡お
か
支
庁
管
内
と
泊
と
ま
り
居お
る
支
庁
管
内
が
最
も
多
く
、
両
地
域
の
居
住

者
の
み
で
、
日
本
領
「
樺
太
」
に
居
住
す
る
全
ア
イ
ヌ
人
口
の
五
七
・
五
％
を

占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
地
域
に
次
い
で
多
い
の
が
豊
原
支
庁
管
内
で
、
同
地

域
に
居
住
し
て
い
る
ア
イ
ヌ
は
、
全
ア
イ
ヌ
人
口
の
一
八
・
三
％
を
占
め
て
い

る
。
か
つ
て
ア
イ
ヌ
の
居
住
者
が
多
か
っ
た
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
の
大
泊
支
庁
管
内

の
居
住
者
は
、
三
〇
戸
、
一
二
九
人
で
全
ア
イ
ヌ
人
口
の
僅
か
に
九
％
を
占
め

る
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
日
本
領
「
樺
太
」
の
東
海
岸
部
最
北
端
部
の
敷し
す
香か

支
庁
管
内
は
、
ア

イ
ヌ
民
族
の
外
、
ニ
ヴ
フ
、
ウ
イ
ル
タ
、
他
の
先
住
民
族
の
居
住
地
で
あ
っ
た
。

表２　管轄支庁別先住民族の戸数・人口（昭和10年10月１日現在）

管轄支庁
アイヌ ニヴフ ウイルタ 他 合計

戸数 人口 戸数 人口

豊原 72 265 72 265

大泊 30 129 30 129

本斗 4 14 4 14

眞岡 116 443 116 443

泊居 102 387 102 387

元泊 5 30 5 30

敷香 49 175 28 110 56 298 8 32 141 615

合　計 378 1,443 28 110 56 173 8 32 470 1,883

（注）樺太廰編『樺太廰施政三十年史』（樺太廰、昭和11年８月）。
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な
お
、
ニ
ヴ
フ
の
人
口
が
ウ
イ
ル
タ
よ
り
少
な
い
の
は
、
ニ
ヴ
フ
の
主
な
居
住

地
域
は
、
ア
ム
ー
ル
川
最
下
流
域
の
現
ニ
コ
ラ
イ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ

周
辺
地
域
か
ら
サ
ハ
リ
ン
島
の
北
部
に
か
け
た
地
域
で
あ
り
、
敷
香
（
現
ポ
ロ

ナ
イ
ス
ク
）
地
域
に
居
住
し
て
い
た
ニ
ヴ
フ
は
、
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。「
そ
の
他
」
は
、
元
々
中
国
の
東
北
部
か
ら
ア
ム
ー
ル
川
流

域
地
域
に
居
住
し
て
い
た
諸
民
族
の
一
部
で
あ
る
。

日
本
領
直
後
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
の
強
制
移
住
に
よ
る
「
集
住
」
化

策
を
め
ぐ
っ
て
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
前
掲
の
原
睴
之
・
天
野
尚
樹
編
著
『
樺
太
四
〇
年
の

歴
史　
　

四
〇
万
人
の
故
郷　
　

』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。〝
樺
太

庁
は
、
１

（明


（明

（
明
治９０
８
年
～
21
年（大


（大

（
大
正

の
あ
い
だ
に
、
ア
イ
ヌ
を
島
内
10
か
所
に
集
住
さ

せ
、
日
本
人
入
植
者
と
は
隔
離
し
た
。
教
育
は
日
本
語
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
北

海
道
で
の
ア
イ
ヌ
統
治
を
規
定
し
た
｛
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
｝（
１
８
９
９

年
）
は
、
樺
太
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
〟。
と
。
一
〇
か
所
の
「
集
住
」
の
地

名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
続
く
文
で
「
樺
太
ア
イ
ヌ
集
住
地
の
ひ
と

つ
が
東
海
岸
南
部
の
落
帆
（
オ
チ
ョ
ボ
カ
、
現
レ
ス
ノ
エ
）
で
あ
る
」
と
あ
る

の
で
、
一
〇
か
所
の
「
集
住
地
」
の
一
つ
が
「
落
帆
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
同
書
で
は
、
そ
の
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
10
か
所
」
の
地
名

は
分
か
ら
な
い
が
、
前
記
の
樺
太
庁
編
『
樺
太
廰
施
政
三
十
年
史
』
に
は
、「
ア

イ
ヌ
族
」
は
、〝
領
有
當
時
は
、
樺
太
東
西
兩
海
岸
及
中
央
内
淵
川
の
沿
岸
に

散
在
し
て
居
た
が
、
保
護
統
制
の
必
要
上
一
定
の
地
域
に
集
團
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
漁
業
の
傍
ら
農
業
に
利
便
な
土
地
を
選
定
し
て
大
正
元
年
か
ら
東
海
岸
は

落お
ち
ほ
ほ帆・
白し
ら
は
ま濱
・
樫か
し
保ほ

・
新に
い
と
い問
及
多た

來ら
い
加か

の
五
箇
所
に
、
西
海
岸
は
多た
ら
ん
ど
ま
り

蘭
泊
・

登と
う

富ふ

津つ

・
智ち

來ら
い

及
小こ

茂も

白し
ら

の
四
箇
所
に
順
次
集
住
さ
せ
た
。
其
の
内
樫
保
に

居
住
し
て
居
た
者
は
、
漁
農
の
関
係
と
彼
等
の
希
望
と
に
依
り
昭
和
六
年
に
全

部
泊
岸
村
新
問
に
轉
住
さ
せ
、
又
小
茂
白
に
居
住
の
者
は
農
耕
を
希
望
し
て
自

ら
進
ん
で
全
部
久く
し
ゅ
ん
な
い

春
内
村
寶た
か
ら
ざ
わ
澤
に
轉
居
し
て
居
る
〟
と
あ
る
。（
各
地
名
の

ル
ビ
と
傍
線
は
引
用
者
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
書
の
記
述
内
容
を
比
較
す
る
と
、
ま
ず
「
集
住
」
の
時
期

が
前
者
で
は
「
１
９
０
８
年
（
明
治
41
年
）
～
21
年
（
大
正
10
年
）
の
あ
い
だ
」

で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、「
大
正
元
年
か
ら
」・「
東
海
岸
」
の
「
落お
ち

帆ほ

・
白し
ら
濱は
ま
・
樫か
し
保ほ

・
新に
い
と
い問
・
多た

來ら
い
加か

」
の
五
か
所
と
「
西
海
岸
」
の
多た
ら
ん
ど
ま
り

欄
泊
・

登と
う

富ふ

津つ

・
智ち

來ら
い

・
小こ

茂も

白し
ら

の
四
か
所
の
計
九
か
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
年
）、
樺
太
庁
編
集
・
発
行
の
〖
樺
太
要

覧
〗
に
は
、〝
領
有
當
時
の
分
布
を
見
る
に
、
南
樺
太
の
東
西
海
岸
及
中
央
内

渕
川
の
沿
岸
各
地
に
存
在
し
居
た
る
が
、
保
護
上
、
集
団
せ
し
む
る
必
要
を
認

め
。
大
正
８
年
よ
り
同
10
年
に
至
る
三
箇
年
間
に
於
て
、
東
海
岸
は
、
富
内
・

白
濱
・
樫
保
・
新
問
及
多
來
加
の
５
箇
所
に
、
西
海
岸
は
多
蘭
泊
・
登
富
津
・

智
來
・
小
茂
白
の
４
箇
所
に
集
合
せ
し
め
た
る
も
、
鵜
城
管
内
の
み
は
尚
依
然

と
し
て
散
在
の
状
態
に
あ
り
〟
と
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）、

樺
太
庁
編
集
・
発
行
の
〖
樺
太
要
覧
〗
に
は
、〝
領
有
當
時
に
於
て
は
、
東
西

海
岸
及
中
央
内
淵
川
の
沿
岸
各
地
に
散
在
し
居
た
る
が
、
保
護
上
集
団
せ
し
む

る
必
要
を
認
め
、
大
正
10
年
よ
り
同
12
年
に
至
る
３
箇
年
間
に
於
て
、
東
海
岸

は
富
内
、
白
濱
、
樫
保
、
新
問
及
び
多
來
加
の
５
箇
所
に
、
西
海
岸
は
、
多
蘭
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泊
、
登
富
津
、
智
來
及
小
茂
白
の
４
箇
所
に
各
々
集
合
せ
し
め
た
る
も
、
鵜う

城し
ろ
管
内
の
み
尚
依
然
と
し
て
散
在
の
状
況
に
あ
り
〟
と
あ
る
。
ま
た
、
佐
藤

勝
信
編
『
昭
和
12
年
、
樺
太
年
鑑
（
第
七
回
）』（
樺
太
敷し
す
香か

時
報
社
、
昭
和

一
二
年
五
月
一
〇
日
発
行
）
で
は
、「
土
人
の
現
況
」
中
の
「
ア
イ
ヌ
族
」
項
で
、

「
往
昔
は
廣
く
樺
太
全
島
に
居
住
し
て
い
た
と
の
説
が
あ
る
。
明
治
38
年
領
有

當
時
に
於
て
は
、
東
西
両
海
岸
及
び
中
央
内
淵
川
の
沿
岸
各
地
に
散
居
し
て
居

た
が
、
保
護
政
策
上
か
ら
集
団
せ
し
め
る
必
要
を
認
め
、
鵜
城
出
張
所
管
内
の

ア
イ
ヌ
を
除
き
、
大
正
年
間
に
、
東
海
岸
は
、
落
保
・
白
濱
・
樫
保
・
新
問
及

び
多
來
加
の
５
ヶ
所
に
、
西
海
岸
は
、
多
蘭
泊
・
登
富
津
・
知
來
及
び
小
茂
白

の
４
ヶ
所
に
夫
々
集
合
せ
し
め
た
が
、
其
後
、
樫
保
の
居
住
者
は
、
自
ら
希
望

し
て
新
問
に
轉
住
し
た
」と
記
し
て
い
る
。（
地
名
の
ル
ビ
と
傍
線
は
引
用
者
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
樺
太
庁
が
そ
の
管
轄
地
域
で
あ
る
「
日
本
領
樺
太
」
に
居
住

す
る
ア
イ
ヌ
の
強
制
移
住
に
よ
る
「
集
住
」
化
を
実
施
し
た
時
期
は
、
出
版
物

に
よ
っ
て
区
々
で
あ
り
、
そ
の
開
き
は
、
実
に
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
か

ら
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
ま
で
の
一
五
年
間
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
同
じ

「
樺
太
庁
」
の
出
版
物
と
上
記
の
樺
太
庁
の
出
版
物
に
準
じ
る
性
格
の
個
人
編

集
の
『
樺
太
年
鑑
』
で
、
何
故
こ
の
よ
う
な
大
き
な
年
次
の
相
違
が
存
在
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
記
の
『
樺
太
廰
施
政
三
十
年
史
』
記
載
の
「
樺
太
廰
事
務
分
掌
規
程
」
に

よ
れ
ば
、「
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
事
務
」
の
担
当
は
、「
第
五
條
、
地
方
課
ニ
於
テ

ハ
左
ノ
事
務
ヲ
掌
ル
」
中
の
「
五
、
土
人
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
、「
第
五
條
ノ
二
、

学
務
課
ニ
於
テ
ハ
左
ノ
事
務
を
掌
ル
」
の
「
六
、
土
人
教
育
ニ
関
ス
ル
事
項
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
地
方
課
」
が
主
務
担
当
課
で
あ
っ
た
か

ら
、
同
課
に
関
係
書
類
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

上
記
の
各
時
期
に
お
け
る
樺
太
庁
発
行
の
出
版
物
の
担
当
者
で
あ
る
樺
太
庁
の

「
官
吏
」
や
、
そ
れ
に
準
じ
る
樺
太
庁
に
関
す
る
出
版
物
の
編
著
者
の
「
人
間

と
し
て
の
誠
実
さ
」
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
彼
等
は
、
共
に
樺
太
庁
内
の
「
地
方

課
」
所
蔵
の
関
係
記
録
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
樺
太
庁
の
行
政
の

在
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
極
め
て
重
要
な
政
策
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
上
記
の
よ
う
な
「
集
住
」
政
策
の
実
施

時
期
の
相
違
が
何
故
結
果
し
た
の
か
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
理
由
は
全
く
不

明
で
あ
る
。

　

た
だ
、
最
初
の
「
集
住
」
政
策
の
実
施
時
期
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
の
政
策

の
性
格
上
、
樺
太
島
の
北
緯
五
〇
度
以
南
の
地
域
が
日
本
領
に
編
入
さ
れ
て
か

ら
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
手
掛
か
り
と
な
る

の
が
、「
内
渕
川
」
上
流
域
の
高
台
地
域
が
日
本
人
の
移
住
地
域
と
設
定
さ
れ

る
と
共
に
、
樺
太
庁
を
大
泊
か
ら
「
豊
原
」
に
移
庁
し
た
明
治
四
一
年
（
一
九

〇
八
）
八
月
で
あ
っ
た
と
い
う
政
治
的
動
向
が
そ
れ
で
あ
る
。
吉
田
東
伍
著

『
大
日
本
地
名
辞
書
：
続
編
（
樺
太
）』（
富
山
房
、
明
治
四
二
年
二
月
）
の

「
内ナ
イ

沸ブ
ツ
川
」
項
に
〝
内
淵
の
本
支
流
の
流
域
は
、
所
謂
内
淵
平
野
を
成
し
、

今
部
落
十
八
所
を
容
れ
、
農
業
適
地
一
萬
二
千
四
百
町
、
牧
場
適
地
二
萬
町
に

達
し
、
外
に
五
千
八
百
町
歩
の
泥
炭
地
あ
り
、
本
島
南
半
に
於
け
る
最
大
の
農

牧
地
た
り
〟、「
豊ト
ヨ
ハ
ラ原
」
項
に
〝
大
泊
（
コ
ル
サ
コ
フ
）
の
北
十
里
に
在
り
、
鈴

谷
平
野
の
中
央
に
位
す
。
も
と
ウ
ラ
ジ
ミ
ロ
フ
カ
と
称
し
、
西
暦
千
八
百
八
十

二
年
、
露
國
政
府
の
建
設
す
る
所
に
か
ゝ
る
。
乙
巳
回
収
後
に
改
称
せ
ら
れ
、

本
島
統
治
の
都
府
に
擬
せ
ら
れ
、
明
治
四
十
一
年
八
月
、
樺
太
廰
は
、
大
泊
よ
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り
遂
に
此
處
に
移
さ
れ
た
り
。
今
、
此
地
に
守
備
兵
司
令
部
、
豊
原
支
廰
、
学

校
醫
院
裁
判
所
、
郵
便
局
、
兵
営
等
あ
り
。
又
、
水
道
の
設
計
、
電
信
、
電
話

の
架
設
等
あ
り
、
戸
口
日
に
月
に
繁
衍
す
。
市
街
の
附
近
に
は
、
幾
多
の
移
民

地
相
連
り
。
四
通
八
達
の
要
衝
な
り
、
人
口
三
千
七
百
、
戸
一
千
許
（
ば
か
り
）〟（
ル
ビ

及
び
傍
線
は
引
用
者
）
と
あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
樺
太
庁

が
そ
れ
ま
で
の
ア
ニ
ワ
湾
沿
岸
の
「
大
泊
」
か
ら
「
豊
原
」
に
移
庁
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
豊
原
」
は
日
本
領
樺
太
に
お
け
る
政
治
の
中
心
地
兼
中
心
都
市
と

し
て
急
速
に
発
展
し
始
め
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
近
郊
に
は
、「
豊
原
市
街
」

に
連
な
る
良
好
な
農
耕
地
が
存
在
す
る
だ
け
に
、
樺
太
庁
が
「
内
地
人
」
の
同

地
域
へ
の
移
住
を
最
優
先
さ
せ
、
そ
の
弊
害
と
な
る
と
判
断
し
た
同
地
域
に
居

住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
を
他
の
地
域
に
強
制
移
住
さ
せ
た
も
の
と
推
察
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
同
地
域
に
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
他
地
域
へ
の
移
住

政
策
の
本
当
の
目
的
は
、
同
地
域
の
ア
イ
ヌ
を
「
保
護
」
す
る
た
め
で
は
な
く
、

同
地
域
に
入
植
し
て
、
同
地
域
の
「
農
牧
地
」
の
開
墾
に
従
事
す
る
と
共
に
、

日
本
領
「
樺
太
」
の
政
庁
所
在
地
、
政
治
・
経
済
の
中
心
地
と
し
て
の
「
豊
原
」

周
辺
地
域
の
「
内
地
人
」
に
よ
る
開
拓
の
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

樺
太
庁
は
、
八
月
二
三
日
を
「
樺
太
に
民
政
が
布
か
れ
、
そ
れ
が
本
格
的
に

儲
に
就
い
た
日
」
と
し
て
、
以
後
、「
始
政
記
念
日
」
と
し
た（

（1
（

こ
と
に
も
目
を

向
け
る
と
、
時
の
日
本
政
府
に
と
っ
て
、
新
た
な
領
土
と
し
て
の
「
樺
太
」
に

お
け
る
行
政
府
の
拠
点
で
あ
る
樺
太
庁
が
従
来
の
ア
ニ
ワ
湾
内
の
海
岸
部
に
立

地
す
る
「
大
泊
」
か
ら
「
樺
太
南
部
地
域
」
の
高
台
に
立
地
す
る
「
豊
原
」（
現

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
）
へ
の
移
転
は
、
極
め
て
大
き
な
意
味
を
有
す
る
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、「
大
日
本
帝
国
」
の
新
た
な
「
移
住

植
民
地
」
で
あ
る
「
樺
太
」
の
現
地
支
配
の
拠
点
と
し
て
の
樺
太
庁
の
「
豊
原
」

へ
の
移
転
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
同
地
域
に
居
住
し
て
い
た
「
土
人
」
と
し
て
の

ア
イ
ヌ
の
人
々
を
同
地
域
か
ら
「
排
除
」
す
る
た
め
の
政
策
だ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ア
イ
ヌ
の
強
制
「
集
住
」
先
の
地
名
を
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
の

町
村
制
施
行
以
後
の
日
本
領
「
樺
太
」
に
お
け
る
町
村
別
地
名
で
示
す
と
次
の

通
り
で
あ
る
。

　

東
海
岸
地
域
で
は
、「
落お
ち
帆ほ

」
が
「
富と
ん
な
い内
村
落お
ち
帆ほ

（
現
・
レ
ー
ス
ノ
ー
エ
）」、

「
白
濱
」
が
「
栄
さ
か
え

濱は
ま

村
白し
ら
は
ま濱
（
現
・
キ
ル
ピ
ー
チ
ナ
ー
ヤ
）、「
樫か
し

保ほ

」
が

「
元も
と

泊
ど
ま
り
村
樫か
し
保ほ

（
現
・
ザ
オ
ゼ
ル
ナ
ー
ヤ
）」、「
新に
い
と
い問
」
が
「
泊
と
ま
り

岸き
し
村
新に
い

問と
い
」（
現
・
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
）、「
多た

來ら
い
加か

」
が
「
敷し
す
香か

町
多た

來ら
い
加か

（
現
・
プ
ロ
ム

ス
ロ
ヴ
ァ
ー
ヤ
）」で
、西
海
岸
で
は
、「
多た
ら
ん
ど
ま
り

蘭
泊
」が「
広ひ
ろ

地ち

村
多た
ら
ん
ど
ま
り

蘭
泊
」（
現
・

カ
リ
ー
ニ
ノ
）、「
登と
う
富ふ

津つ

」
が
「
小こ

野の

登と

呂ろ

村む
ら
登と
う
富ふ

津つ

」（
現
・
ク
ラ
ス
ノ
ヤ

ス
コ
ー
エ
）、「
智ち

来ら
い
」
が
「
名な

寄よ
り
村
智ち

来ら
い
」（
現
・
ス
タ
ロ
ー
マ
ヤ
チ
ノ
ー
エ
、

ベ
ン
ゼ
ン
ス
カ
ー
ヤ
｛
山
｝）。「
小こ

茂も

白し
ら
」
が
「
久
く
し
ゅ
ん
な
い

春
内
村
小こ

茂も

白し
ら
」（
現
・
シ
ェ

ス
ミ
ン
カ
｛
川
｝）
で
あ
る（

（1
（

。

　

「
有
籍
ア
イ
ヌ
」
と
「
無
籍
ア
イ
ヌ
」　
ま
た
先
の
樺
太
庁
編
『
樺
太
廰
施

政
三
十
年
史
』
が
「
第
十
五
編
、
土
人
」
の
「
第
二
章
、
戸
口
」・「
第
一
節
、

種
別
・
増
減
・
現
況
」
中
の
「
ア
イ
ヌ
族
」
の
項
で
、〝
同
族
は
、
従
來
北
海

道
か
ら
復
歸
の
有
籍
ア
イ
ヌ
と
無
籍
ア
イ
ヌ
と
に
区
別
し
て
居
た
。
樺
太
在
来

の
ア
イ
ヌ
は
其
の
智
能
、
文
化
の
程
度
が
前
者
に
比
し
て
は
著
し
く
低
下
し
て

居
る
が
、
そ
れ
で
も
、
他
種
族
の
夫
れ
に
比
べ
て
は
内
地
人
と
の
折
渉
が
久
し

い
爲
、
我
が
國
體
の
梗
概
を
知
っ
て
居
り
、
か
つ
文
化
の
程
度
も
比
較
的
進
ん
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図 「集住地」関係地図

①　東海岸　富内村落帆 ②　東海岸　栄浜村白浜

③　東海岸　元泊村樫保 ④　東海岸　泊岸村新問

⑤　東海岸　敷香町多來加 ⑥　西海岸　広地村多蘭泊
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で
居
る
爲
、
昭
和
八
年
一
月
就
籍
の
手
続
を
完
了
し
た
の
で
、
彼
等
多
年
の
念

願
も
茲
に
漸
く
達
せ
ら
れ
て
、
均
し
く
日
本
臣
民
と
し
て
奉
公
の
出
來
る
恩
澤

に
浴
し
、
彼
等
の
生
活
に
一
新
紀
元
を
画
し
た
次
第
で
あ
る
〟
と
記
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

上
記
引
用
文
中
の
「
北
海
道
か
ら
復
帰
の
有
籍
ア
イ
ヌ
」
と
は
、
先
に
記
し

た
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
「
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
」
の
際
、
樺
太
に
居

住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
内
、
時
の
日
本
政
府
に
よ
っ
て
強
制
的
に
北
海
道

の
対
つ
い
し
か
り
雁
（
現
江
別
市
対
雁
）
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
人
々
の
内
、
元
の
居
住
地

で
あ
る
樺
太
に
戻
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
北
海
道

の
経
営
に
直
接
関
わ
っ
て
い
た
行
政
機
関
は
開
拓
使
で
あ
る
が
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
四
月
、
新
政
府
が
戸
籍
法
を
公
布
す
る
や
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ

民
族
を
も
そ
の
対
象
と
し
た
の
で
、
北
海
道
在
住
の
ア
イ
ヌ
民
族
も
戸
籍
に
編

入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
イ
ヌ
民
族
も
和
人
と
共
に
「
日
本
国
民
」

に
編
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
ア
イ
ヌ
の
戸
籍
簿
が
完
成
し
た

の
は
、
そ
れ
か
ら
四
～
五
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
、
戸
籍
簿
の
族
籍
の

欄
に
は
「
旧
土
人
」
と
記
さ
れ
た（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
っ
て
、「
対
雁
」
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
樺
太
の
ア
イ
ヌ

の
人
々
も
、
北
海
道
在
住
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
同
じ
く
「
日
本
国
民
」
と
し
て

の
「
戸
籍
」
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
戸
籍
簿
の
族
籍
欄
に
は
、

従
来
か
ら
の
北
海
道
在
住
の
ア
イ
ヌ
の
人
々
と
同
じ
く
「
旧
土
人
」
と
記
さ
れ 図 「集住地」関係地図

⑦　西海岸　小能登呂村登富津

⑨　西海岸　久春内村小茂白

⑧　西海岸　名寄村智来
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た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、樺
太
庁
は
、彼
等
を「
日

本
国
民
（
大
日
本
帝
国
の
臣
民
）
に
編
入
さ
れ
た
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
意
味
で
「
有

籍
ア
イ
ヌ
」
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
樺
太
が
日
本
領
に
な

る
以
前
か
ら
樺
太
に
継
続
し
て
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
を
「
日
本
の
国
民
｛
大

日
本
帝
国
の
臣
民
｝
に
編
入
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
ヌ
」・「
日
本
の
国
民
｛
大
日

本
帝
国
の
臣
民
｝
で
は
な
い
ア
イ
ヌ
」、
従
っ
て
ま
た
「
大
日
本
帝
国
の
臣
民

た
る
証
し
と
し
て
の
｛
戸
籍
簿
｝
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ア
イ
ヌ
」
と
い
う
意

味
で
「
無
籍
ア
イ
ヌ
」
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
二
月
一
三
日
の
勅
令
第
三
七
三
号
に
よ
り
（
翌
昭
和

八
年
一
月
一
日
施
行
）、
そ
れ
ま
で
の
「
無
籍
ア
イ
ヌ
」
に
対
し
て
「
戸
籍
」

が
付
与
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
先
の
引
用
文
中
の「
昭
和
八
年
一
月
就
籍
の
手
続
」

以
下
の
文
章
は
、
こ
の
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
関

し
て
は
、
加
藤
絢
子
氏
の
論
文
が
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
遠
藤
正
敏
氏
は
、
近
代
日
本

の
戸
籍
に
つ
い
て
、「
近
代
日
本
の
戸
籍
は
、
①
家
の
登
録
簿
、
②
「
臣
民
」

の
登
録
簿
、
③
「
日
本
人
」
の
登
録
簿
と
い
う
三
つ
の
役
割
を
有
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

。

　

日
本
領
「
樺
太
」
の
住
民
構
成
。
次
に
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
上
、
記
述

の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
領
「
樺
太
」
に
お
け
る
住
民
構
成

の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

佐
藤
勝
信
編
『
昭
和
12
年
、
樺
太
年
鑑
（
第
七
回
）』（
樺
太
敷
香
時
報
社
、

昭
和
一
二
年
五
月
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
末
の
「
種

族
別
」
現
住
戸
数
・
人
口
は
、
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

　

同
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
領
「
樺
太
」
の
居
住
者
の
内
、
ア
イ
ヌ
民

族
他
の
先
住
民
族
以
外
で
は
、「
内
地
人
」（
日
本
人
）
が
最
も
多
く
、
総
居
住

者
人
口
の
九
七
％
強
を
占
め
て
い
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
時
の
日
本
領
「
樺
太
」
は
、
名
実
共
に
「
大
日
本
帝
国
」
の

「
移
住
植
民
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
明
治

四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
、
時
の
日
本
政
府
が
隣
国
の
韓
国
に
「
韓
国
併
合

に
関
す
る
日
韓
条
約
」
を
押
し
つ
け
、
次
い
で
韓
国
の
国
号
を
朝
鮮
と
改
め
、

朝
鮮
総
督
府
を
お
く
旨
公
布
し
、
以
後
「
韓
国
」
を
日
本
の
植
民
地
と
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
領
「
樺
太
」
の
居
住
者
で
、「
朝
鮮
人
」
の
人
口
が

表３ 種族別現住戸数・人口（昭和11年３月末現在）

種 族 別 戸数 人口 人口％

　　総数 62,433 322,475

　内地人 60,510 313,115 97.1

　朝鮮人 1,404 7,053 22.9

　満州人 2

中華民国人 41 193 0.60

旧露国人 45 197 0.61

ポーランド人 9 42 0.13

ドイツ人 2 7 0.002

オーストリア人 1 2

アイヌ 311 1,508 4.68

ニヴフ 29 109 0.34

ウイルタ 74 304 0.94

他先住民族 8 34 0.01

（注）�佐藤勝信編『昭和12年、樺太年鑑』（樺太敷香時報社、
昭和12年５月）。
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全
体
の
約
二
二
％
を
も
占
め
て
い
た
と
い
う
史
実
の
基
本
的
背
景
に
、
こ
う
し

た
時
の
「
大
日
本
帝
国
」
に
よ
る
「
韓
国
」
の
植
民
地
支
配
と
い
う
大
問
題
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
同
表
で
目
立
つ
の
が
、
居
住
者
の
絶
対
数
は
、
多
く
は
な
い
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
が
四
二
名
も
居
住
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
は
、
お
そ
ら
く
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
一
八
八

七
年
、
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
暗
殺
計
画
に
連
座
し
て
、
サ
ハ
リ

ン
（
樺
太
島
）
へ
流
刑
に
な
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
文
化
人
類
学
者
、
ブ
ロ
ニ

ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ツ
ス
キ
と
そ
の
関
係
者
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
サ
ハ
リ
ン
で
ア

イ
ヌ
の
女
性
と
結
婚
し
、
同
地
で
ア
イ
ヌ
や
ウ
イ
ル
タ
等
の
先
住
民
族
に
関
す

る
研
究
を
精
力
的
に
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
、
彼
や
サ
ハ
リ
ン
の

ア
イ
ヌ
の
人
達
を
題
材
に
し
た
川
越
宗
一
の
小
説
で
二
〇
一
九
年
の
「
直
木

賞
」
を
受
賞
し
た
『
熱
源
』（
文
芸
春
秋
、
二
〇
一
九
年
八
月
）
が
あ
る
の
で
、

知
っ
て
い
る
人
も
多
い
も
の
と
思
う
。

「
内
地
人
」
は
、
日
本
の
何
処
か
ら
移
住
し
た
人
々
か
？

　

次
に
表
３
で
見
た
「
内
地
人
」
は
、
元
々
日
本
の
何
処
か
ら
移
住
し
た
人
々

で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
若
干
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。
こ
の

地
域
的
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
に
お
け
る
日
本
領
「
樺

太
」
の
性
格
の
一
端
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
う
か
ら
で

あ
る
。

　

表
４
、「
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
末
現
在
の
本
籍
地
別
現
住
戸
数
・
人
口
」

に
よ
れ
ば
、
既
に
日
本
領
「
樺
太
」
に
本
籍
地
を
移
し
た
「
内
地
人
」
が
「
樺

太
」
在
住
「
内
地
人
」
の
一
〇
八
、〇
四
五
人
（
三
三
・
五
％
）
に
も
達
し
て

い
る
の
で
、「
樺
太
」
在
住
の
「
内
地
人
」
全
員
の
動
向
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
樺
太
」
在
住
「
内
地
人
」
の
六
六
・
五
％

強
の
人
々
の
本
籍
地
が
分
か
る
の
で
、
彼
等
の
北
海
道
・
府
県
別
本
籍
地
の
内

容
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
樺
太
」
在
住
「
内
地
人
」
の
道
府
県
別
出
身
地

の
傾
向
性
は
把
握
で
き
る
も
の
と
思
う
。
表
４
に
よ
れ
ば
、
北
海
道
か
ら
の
移

住
者
数
が
最
も
多
く
、
同
地
の
み
で
、
全
体
の
二
四
・
四
％
（
全
体
の
約
四
分

の
一
弱
）
を
占
め
、
残
り
が
青
森
県
か
ら
沖
縄
県
に
至
る
三
府
（
東
京
府
・
京

表４　本籍地別現住戸数・人口
（昭和10年（1935）末現在）

総数 戸数 人口 人口の％
62,433 322,475

　樺太 20,140 108,045 33.5
北海道 14,795 78,749 24.4
青森県 4,420 23,976 7.4
岩手県 1,462 7,399 2.3
宮城県 1,814 9,308 2.9
秋田県 3,310 17,101 5.3
山形県 2,001 9,904 3.1
福島県 1,726 8,157 2.5
新潟県 1,467 7,111 2.2
富山県 981 4,891 1.5
石川県 833 4,015 1.3
福井県 309 1,553 0.5
東京府 677 3,022 0.9
京都府 88 385 0.1
大阪府 131 569 0.2
他33県 8,279 11,290 3.5

（注）�佐藤勝信編『昭和12年、樺太年鑑』（樺太敷香時報社、
昭和12年５月）。
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都
府
、
大
阪
府
）
四
三
県
で
、
こ
れ
ら
府
県
の
内
「
樺
太
」
へ
の
移
住
者
が
多

い
県
は
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
、
福
島
県
の
東
北

六
県
で
、
こ
れ
を
移
住
者
の
多
い
順
に
見
る
と
、
青
森
県
が
最
も
多
く
、
次
い

で
秋
田
県
、
山
形
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
岩
手
県
の
順
に
な
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
東
北
六
県
に
次
い
で
多
い
の
が
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
、
福
井
県
の

北
陸
四
県
で
あ
っ
た
。
先
に
、
終
戦
後
の
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
一
二
月

か
ら
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
の
期
間
に
「
函
館
援
護
局
」
が
担
当
し
た
「
樺

太
・
千
島
地
区
」
か
ら
の
引
揚
者
の
内
、「
樺
太
」
か
ら
の
引
揚
者
が
圧
倒
的

に
多
か
っ
た
こ
と
を
記
し
た
が
、
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
日
本
領
「
樺
太
」
の

住
人
の
出
身
地
の
多
く
が
、
こ
う
し
た
東
北
六
県
と
北
陸
四
県
の
人
々
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
移
住
民
の
傾
向
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
か

ら
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
に
至
る
時
期
に
於
け
る
「
北
海
道
」
へ
の
府
県

別
移
住
者
数
の
推
移
と
殆
ど
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
図

示
し
た
の
が
、
図
１
と
図
２
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
北
海
道
編
『
新
北
海
道
史
：
第
四
巻
・
通
説
三
』（
北

海
道
、
昭
和
四
八
年
八
月
）
は
、「
第
三
章
・
開
拓
の
進
展
、
第
一
節
・
移
住

者
の
消
長
と
そ
の
背
景
、
一
・
移
住
者
の
構
成
と
分
布
」
で
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
な
お
同
書
で
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
～
大
正
一
〇
年
（
一

九
二
一
）
に
至
る
時
期
の
「
來
住
者
出
身
地
方
別
人
数
」
を
記
し
た
表
を
掲
載

し
て
お
り
、
次
に
引
用
す
る
文
章
も
、
こ
の
表
の
数
字
の
動
向
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
表
を
省
略
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

　

〝
北
海
道
へ
の
移
住
者
数
は
、
明
治
一
九
年
・
二
〇
・
二
一
年
の
三
年
間

（
年
間
二
千
数
百
戸
、
九
〇
〇
〇
余
人
）
停
滞
し
て
、
二
二
年
（
三
七
〇
〇
余

戸
、
一
万
三
〇
〇
〇
余
人
）
以
後
急
増
し
た
。
こ
れ
が
道
庁
設
置
以
後
の
移
住

動
向
の
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
開
拓
使
時
代
・
三
県
一
局
時
代
の
集
落

な
い
し
開
拓
地
は
、
北
海
道
南
部
お
よ
び
札
幌
周
辺
を
の
ぞ
き
、
長
い
海
岸
線

か
沿
海
の
小
平
野
に
点
在
し
て
い
た
に
過
ぎ
ず
、
広
大
な
内
陸
地
方
に
お
け
る

面
と
し
て
の
広
が
り
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
時
代
に
は
い
っ
て
そ
れ

が
大
き
く
変
化
し
は
じ
め
た
。
し
か
も
、
移
住
者
お
よ
び
移
住
者
の
内
容
、
す

図１　移住者数地方別増減
北海道編『新北海道史：第４巻・通説３』（北海道、昭和48年８月）
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な
わ
ち
移
住
者
の
職
業
や
そ
れ
が
属
す
る
階
層
、
移
住
の
原
因
、
組
織
形
態

等
々
も
ま
た
、
前
代
と
は
い
ち
じ
る
し
く
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
諸
変
化
は
、
既
述
し
た
拓
殖
政
策
の
新
展
開
や
開
拓
の
進
展
（
移

民
の
増
大
じ
た
い
が
開
拓
進
展
の
内
容
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
）
そ
の

も
の
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
と
く
に
移
民
数
の
増
減
は
、
直

接
出
身
府
県
の
経
済
的
社
会
的
変
動
に
由
来
し
て
い
た
。
い
ま
、
府
県
関
係
の

史
料
を
参
照
し
つ
つ
府
県
と
の
関
連
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
、
先
ず
次
掲
の

表
お
よ
び
図
表
か
ら
よ
み
と
れ
る
よ
う
に
、
移
住
者
数
は
、
日
清
戦
争
前
後
、

日
露
戦
争
前
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
の
三
つ
の
時
期
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
こ

れ
を
地
方
別
に
み
る
と
、
東
北
地
方
と
北
陸
地
方
が
終
始
他
の
地
方
を
圧
倒
し

て
い
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
期
を
さ
か
い
に
し
て
、
東
北
地
方
か
ら
の
移
住

者
数
が
北
陸
地
方
の
そ
れ
を
は
る
か
に
凌
駕
す
る
よ
う
に
な
る
。
東
北
・
北
陸

地
方
を
の
ぞ
け
ば
四
国
地
方
の
移
住
者
が
多
く
、
現
住
人
口
を
考
慮
し
て
他
地

方
と
対
比
す
れ
ば
そ
の
卓
越
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
…
…
こ
う
し
た
お
お
ま
か

な
特
徴
を
ふ
ま
え
て
、
次
に
県
段
階
の
移
住
者
数
の
年
次
的
変
化
を
み
れ
ば
、

次
表
（
図
２
、
榎
森
）
の
よ
う
に
東
北
地
方
六
県
の
う
ち
で
も
、
青
森
・
秋
田

は
初
期
か
ら
一
貫
し
て
多
数
を
し
め
、
宮
城
・
福
島
は
明
治
三
〇
年
以
後
、
急

激
に
増
加
し
、
残
り
の
岩
手
・
山
形
は
、
そ
の
中
間
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。

北
陸
四
県
の
う
ち
石
川
・
福
井
は
、
移
住
の
展
開
も
減
退
も
と
も
に
比
較
的
早

く
、
新
潟
は
始
終
上
位
に
あ
り
、
富
山
は
そ
の
中
間
に
あ
っ
た
明
治
末
よ
り
急

速
に
減
退
す
る
と
い
う
特
徴
を
み
せ
る
。
東
北
地
方
は
、
明
治
三
〇
年
代
に
い

た
り
移
住
が
全
般
化
し
、
北
陸
地
方
で
は
同
じ
く
三
〇
年
代
中
に
移
住
人
口
の

重
心
が
北
部
に
移
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
四
国
地
方
の
徳
島
・

明19～24 25～29 30～34 35～39 40～44 大１～５ ６～10

① 青　森 青　森 石　川 富　山 富　山 宮　城 宮　城
② 新　潟 石　川 富　山 新　潟 宮　城 青　森 秋　田
③ 石　川 新　潟 新　潟 石　川 新　潟 秋　田 青　森
④ 秋　田 秋　田 青　森 青　森 青　森 新　潟 新　潟
⑤ 福　井 富　山 福　井 秋　田 秋　田 富　山 山　形
⑥ 山　形 福　井 秋　田 宮　城 石　川 福　島 福　島
⑦ 岩　手 岩　手 山　形 福　井 福　島 岩　手 岩　手
⑧ 奈　良 徳　島 岩　手 岩　手 山　形 山　形 富　山
⑨ 徳　島 香　川 宮　城 山　形 岩　手 石　川 石　川
⑩ 山　口 山　形 徳　島 福　島 福　井 福　井 岐　阜
⑪ 富　山 宮　城 香　川 徳　島 岐　阜 岐　阜 東　京
⑫ 東　京 広　島 岐　阜 岐　阜 徳　島 東　京 福　井
⑬ 鳥　取 兵　庫 福　島 香　川 香　川 徳　島 徳　島
⑭ 兵　庫 愛　知 愛　知 東　京 東　京 愛　媛 香　川
⑮ 福　岡 東　京 鳥　取 鳥　取 愛　媛 香　川 愛　媛
⑯ 宮　城 鳥　取 東　京 愛　媛 広　島 広　島 広　島

図２　来住者府県別人口の順位
北海道編『新北海道史：第４巻・通説３』（北海道、昭和48年８月）
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香
川
が
比
較
的
初
期
に
加
わ
り
、
北
陸
地
方
に
近
い
経
過
を
示
し
、
逆
に
岐
阜

が
後
期
に
の
び
て
東
北
地
方
に
や
や
近
づ
く
。
さ
ら
に
、
東
京
・
鳥
取
・
広

島
・
愛
媛
な
ど
が
下
位
な
が
ら
全
期
に
わ
た
り
名
前
が
出
て
い
る
〟（
北
海
道

大
学
文
学
部
教
授
永
井
秀
夫
氏
執
筆
部
分
（
（1
（

）。

　

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
に
至
る
時
期

に
お
け
る
北
海
道
へ
の
移
住
者
の
出
身
地
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
諸
動
向
に
通
底
し
て
い
る
最
大
の
特
徴
は
、
東

北
地
方
と
北
陸
地
方
か
ら
の
移
住
者
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
日
本
領
「
樺
太
」
在
住
者
の
「
本
籍
地
」（
出

身
地
）
時
期
は
、
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
の
事
例
と
新
し
い
時
期
に
な
る

も
の
の
、
東
北
六
県
と
北
陸
四
県
の
二
地
域
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
い
点
で

は
、
全
く
類
似
し
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま

え
る
と
、
北
海
道
と
日
本
領
「
樺
太
」
は
、
ま
さ
に
東
北
地
方
と
北
陸
地
方
か

ら
の
移
民
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
と
い
う

こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
東
北
地
方
と
北
陸
地
方
に
展
開
し
た
近
代
の
歴
史
は
、

北
海
道
と
日
本
領
「
樺
太
」
を
舞
台
に
展
開
し
た
歴
史
の
諸
相
を
抜
き
に
し
て

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
一
地
理
学
者
の
日
本
領
「
樺
太
」
の
住

民
観
。

　

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
二
月
、
当
時
の
有
名
な
出
版
社
で
あ
る
「
改
造

社
」
が
『
地
理
講
座
：
日
本
編
』
を
出
版
し
た
。
同
講
座
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻

が
『
日
本
編
第
一
巻
、
樺
太
・
北
海
道
』
で
あ
る
。

　

同
書
の
「
樺
太
」
の
「
住
民
」
の
執
筆
者
が
「
東
北
学
院
教
授
宮
川
善
造
」

で
、
こ
の
「
東
北
学
院
」
は
現
「
東
北
学
院
大
学
」
の
前
身
で
あ
る
。
宮
川
は
、

「
二
、
住
民
の
種
族
的
分
類
」
で
〝
樺
太
の
住
民
は
内
地
人
、
朝
鮮
人
、
土
人

及
び
外
國
人
よ
り
成
る
〟
と
し
、「
三
、
住
民
の
文
化
」
で
「
外
国
人
」
と
し

て
の
「
ロ
シ
ア
人
」
に
つ
い
て
記
し
た
後
、「
内
鮮
人
」
項
で
〝
内
地
人
は
樺

太
の
主
要
な
文
化
景
観
の
建
設
者
で
各
種
の
方
面
に
活
躍
し
て
居
る
。
そ
の
文

化
は
概
し
て
内
地
文
化
の
移
植
で
あ
る
が
、
自
然
環
境
の
影
響
に
よ
り
水
田
や

果
樹
畑
は
試
作
以
外
に
は
見
ら
れ
ず
、
耕
地
で
は
、
麥
類
、
馬
鈴
薯
、
豆
類
、

蘿
蔔
、
甘
藍
、
牧
草
、
亞
麻
等
が
主
作
物
と
な
っ
て
居
る
。
民
家
は
、
北
海
道

型
の
板
張
り
で
、
ス
ト
ー
ブ
を
有
し
、
奥
地
の
農
家
に
は
、
豊
富
な
丸
太
を
利

用
し
て
ロ
シ
ア
型
を
加
味
し
た
も
の
も
あ
り
、
鈴
谷
平
野
に
は
萱
葺
四
阿
の
農

家
も
見
ら
れ
る
。
貧
弱
な
木
造
家
屋
の
群
が
る
町
の
端
に
巨
城
の
如
き
製
紙
工

場
の
聳
え
る
の
や
、
山
火
事
の
た
め
に
痛
ま
し
い
姿
を
曝
し
た
森
林
が
限
り
な

く
擴
つ
て
居
る
の
も
旅
行
者
を
驚
か
す
樺
太
風
景
で
あ
る
。
鮮
人
は
各
支
廰
管

内
に
あ
っ
て
、
農
林
業
及
土
木
工
事
其
他
の
勞
務
に
従
事
し
、
朝
鮮
服
を
着
用

す
る
の
は
特
に
女
子
に
於
て
著
し
い
〟
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
ア
イ
ヌ
」
項
で
は
、〝
樺
太
在
住
の
各
種
族
を
文
化
階
梯
よ
り
概
覵

す
れ
ば
、
内
地
人
は
、
全
文
化
民
族
、
ロ
シ
ア
人
・
朝
鮮
人
は
半
文
化
民
族
の

階
梯
に
あ
り
。
之
に
對
し
て
土
人
は
自
然
民
族
の
階
梯
に
止
る
と
云
ひ
得
る
。

土
人
の
中
で
も
ア
イ
ヌ
は
内
地
人
に
接
す
る
事
久
し
く
、
常
に
そ
の
指
導
啓
發

を
う
け
る
た
め
、
文
化
の
程
度
稍や
や
高
ま
り
半
文
化
民
族
の
域
に
進
み
つ
つ
あ

る
〟
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
「
土
人
の
指
導
」
項
で
は
、〝
ア
イ
ヌ
に
對
し
て
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は
半
農
半
漁
を
奨
励
す
る
と
共
に
、
部
落
の
衛
生
施
設
の
整
備
を
は
か
り
、
公

醫
を
派
し
て
診
療
に
從
事
せ
し
め
、
一
方
兒
童
教
育
の
た
め
に
、
明
治
四
十
二

年
、
其
集
団
部
落
の
東
西
海
岸
各
一
ケ
所
に
教
育
所
を
建
て
、
大
正
十
三
年
、

之
を
増
築
し
て
五
ヶ
所
と
し
、
又
教
育
所
教
員
は
、
社
會
教
育
に
も
力
を
儘
し

来
つ
た
。
そ
の
結
果
、
文
化
の
程
度
比
較
的
高
ま
り
、
ま
た
我
國
體
の
尊
厳
な

る
所
以
を
解
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
昭
和
八
年
一
月
樺
太
施
行
法
律
特
例
を
改

正
し
、
我
が
國
籍
を
有
せ
し
め
、
教
育
所
は
廢
止
さ
れ
て
、
そ
の
子
弟
は
今
日

内
地
人
兒
童
と
同
様
の
教
育
を
享
受
し
て
居
る
。〟
と
記
し
て
い
る
。（
ル
ビ
と

傍
線
は
引
用
者
）。

　

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
長
期
間
に
わ
た
っ
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
に
つ
い
て
勉

強
し
て
き
た
が
、
そ
の
過
程
で
近
代
以
降
の
北
海
道
の
行
政
に
関
わ
る
官
庁
の

役
人
や
日
本
領
「
樺
太
」
時
代
の
樺
太
庁
の
役
人
が
記
し
た
公
文
書
や
出
版
物

に
接
し
て
き
た
が
、
こ
の
間
、
各
時
期
の
研
究
者
が
記
し
た
文
章
で
右
記
の
よ

う
な
民
族
・
人
種
差
別
用
語
を
露
骨
に
使
用
し
た
文
章
に
接
し
た
こ
と
は
無

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
右
記
の
文
章
に
接
し
た
時
、
大
き
な
驚
き
と
戸
惑
い
を
感

じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

に
あ
る
「
史
学
研
究
会
」
編
集
・
発
行
の
『
史
林
：
第
94
巻
第
５
号
』（
二
〇

一
一
年
九
月
）
掲
載
の
柴
田
陽
一
氏
の
論
文
「〈
論
説
〉
建
国
大
学
に
お
け
る

地
理
学
者
と
そ
の
活
動
：
宮
川
善
造
を
中
心
に
」
に
接
し
て
、
地
理
学
者
宮
川

善
造
が
何
故
こ
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

そ
こ
で
、
次
に
紫
田
論
文
の
内
容
の
要
点
を
記
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

宮
川
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）、
青
森
県
弘
前
市
に
生
ま
れ
、
弘
前

高
等
学
校
文
化
甲
類
を
経
て
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
三
月
、
京
都
帝
国

大
学
（
論
文
で
は
「
京
都
大
学
」
と
あ
る
が
、
当
時
は
「
京
都
帝
国
大
学
」
榎

森
）
地
理
学
教
室
を
卒
業
し
、
同
大
学
院
を
経
て
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

四
月
、
東
北
学
院
高
等
学
校
（
東
北
学
院
高
等
部
｛
榎
森
｝）
に
教
授
と
し
て

赴
任
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
九
月
一
八
日
、
関
東
軍
参
謀

ら
が
柳
条
湖
の
満
州
鉄
道
を
爆
破
し
、
こ
れ
を
口
実
に
総
攻
撃
を
開
始
し
（
満

州
事
変
）、
翌
七
年
三
月
、
清
朝
の
最
後
の
皇
帝
で
あ
る
愛あ
い
新し
ん
覺か
く
蘿ら

溥ふ
ぎ儀
を
「
満

州
国
」
の
摂
政
に
据
え
て
日
本
の
傀
儡
国
家
で
あ
る
「
満
州
国
」
を
建
国
し
、

長
春
を
「
新
京
」
と
改
称
し
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
八
月
、
満
州
国
の

首
都
と
し
て
の
「
新
京
」
に
建
国
大
学
な
る
も
の
を
開
学
し
た
。
同
大
学
が
開

学
す
る
や
、
宮
川
は
、
開
学
と
同
時
に
同
大
学
に
助
教
授
と
し
て
着
任
し
、
昭

和
一
六
年
（
一
九
四
一
）
四
月
、
教
授
に
昇
進
し
た
。
そ
し
て
先
述
の
よ
う
に
、

同
年
一
二
月
八
日
に
は
、
日
本
軍
が
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
に
奇
襲
攻
撃
を
加
え
て

米
国
と
英
国
に
宣
戦
布
告
を
し
、
こ
れ
を
契
機
に
、
以
後
日
本
は
、「
ア
ジ
ア

に
お
け
る
戦
争
」
に
加
え
、「
太
平
洋
戦
争
」
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
大
き
な
背
景
と
し
て
、
宮
川
は
、
建
国
大
学
を
拠
点
に
し

て
、
日
本
の
傀
儡
国
家
で
あ
る
「
満
洲
国
」
の
国
土
を
地
政
学
的
に
考
察
す
る

こ
と
に
力
を
注
い
で
い
っ
た
が
、
同
大
学
の
研
究
雑
誌
に
記
し
た
宮
川
の
論
文

に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
は
、「
満
洲
国
」
は
「
大
東
亜
共
栄
圏
の
嚮
導
国
と
し

て
新
た
な
時
代
の
先
頭
を
進
む
日
本
に
次
い
で
、
新
生
の
共
栄
国
と
し
て
は
先

進
的
位
置
を
占
め
」、
そ
の
地
位
は
、「
大
陸
側
」
を
代
表
し
、「
海
洋
側
」
の

代
表
で
あ
る
「
内
地
」
と
の
「
一
体
不
可
分
」
の
関
係
を
構
築
し
、「
ア
ジ
ア

大
陸
と
太
平
洋
と
を
堅
く
結
ぶ
」
こ
と
だ
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
大
陸
満
洲
と
海
島
日
本
と
が
、
一
体
不
可
分
、
生
死
存
亡

40
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断
じ
て
分
携
せ
ざ
る
す
が
た
は
、
大
東
亜
の
心
核
、
進
ん
で
世
界
の
心
核
の
地

盤
た
る
に
相
応
し
い
立
体
的
地
相
を
も
つ
も
の
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
「
満
洲
国
」
は
、「
海
島
的
構
造
」
の
「
内
地
」
に
欠
如
す
る
「
大
陸
的
」

な
要
素
を
補
い
、「
世
界
の
中
核
」
で
あ
る
「
大
東
亜
」
を
「
立
体
化
」
す
る

こ
と
が
、
宮
川
の
考
え
る
「
満
洲
国
」
の
地
位
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
柴
田
氏
は
、
こ
の
文
中
で
「
建
国
大
学
」
の
開
学
に
関
係
し
た
人
物

と
し
て
、
時
の
東
京
帝
国
大
学
の
「
国
史
」
研
究
者
と
し
て
有
名
な
平
泉
澄
き
よ
しの

名
を
記
し
て
い
る
が
、
彼
は
、
戦
前
の
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
強
力
な
「
皇

国
史
観
」
に
基
づ
い
た
「
国
史
」
の
研
究
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
上

記
の
よ
う
な
宮
川
の
「
地
政
学
」
の
内
容
は
、
何
ら
か
の
形
で
平
泉
澄
の
「
皇

国
史
観
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
る
。

　

「
エ
ン
チ
ウ
」
に
つ
い
て　
現
在
、「
樺
太
」
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
、
自
称
を

「
エ
ン
チ
ウ
」
と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
呼
称
は
、
ア
イ
ヌ
語
学
者
金
田
一
京

助
の
説
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
上
記
の
改
造
社
出
版
の
『
地
理
講

座
・
日
本
編
第
一
巻
、
樺
太
・
北
海
道
』
の
内
、「
北
海
道
」
の
「
住
民
」
中

の
「
ア
イ
ヌ
」
の
執
筆
者
で
あ
る
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
金
田
一
京
助
は
、
ア

イ
ヌ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。〝
種
族
名
の
ア
イ
ヌ
と
い
ふ
語
は
、

元
來
は
英
語
のm

an

な
ど
の
如
く
、
種
族
の
語
で
「
人
」
若
し
く
は
「
男
子
」

を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。（
從
っ
て
又
往
々
我
が
「
夫
」
ま
た
は
我
が
「
父
」

を
も
意
味
す
る
こ
と
が
あ
る
。）
更
に
そ
の
元
は
、「
首
長
」
若
し
く
は
、「
長

者
」
の
意
味
で
あ
っ
た
が
、
敬
稱
に
用
ゐ
ら
れ
て
普
遍
化
し
、
男
子
一
般
の
尊

稱
か
ら
、
次
い
で
一
般
男
子
の
意
味
、
終
に
一
般
に
「
人
」
の
意
味
に
な
り
、

は
て
は
、
他
種
族
か
ら
の
種
族
を
呼
ぶ
名
と
な
っ
て
來
た
の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
舊
く
は
、
こ
の
語
と
對
語
に
用
ゐ
ら
れ
る
語
源
不
明
の
今
一
つ
の
同
義
語

エ
ン
ヂ
ウ
（
エ
ン
チ
ュ
と
も
）
と
い
ふ
語
が
あ
っ
た
。

　

や
は
り
、
神
に
對
す
る
人
間
、
も
の

0

0

に
對
す
る
ひ
と

0

0

の
意
味
の
語
で
あ
っ
て
、

現
に
樺
太
に
は
普
通
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
卽
ち
國
語
に
、
訛
っ
て
エ

ゾ
と
呼
ば
れ
た
稱
呼
の
語
原
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
前
の
時
代
に
エ
ミ
シ
・
エ
ミ

ス
（
エ
ビ
シ
・
エ
ビ
ス
と
も
）
と
呼
ば
れ
た
の
は
、
同
じ
エ
ン
チ
ュ
、
の
古
い
形

の
エ
ム
チ
ュ
の
訛
っ
て
國
語
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
〟と
。

　

金
田
一
京
助
は
、
こ
の
「
エ
ン
ヂ
ウ
」
に
つ
い
て
、
戦
後
の
昭
和
三
三
年
（
一

九
五
八
）、
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
発
行
の
『
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
：

第
二
輯
』
掲
載
の
「
ア
イ
ヌ
文
化
と
日
本
文
化
と
の
交
渉
」
な
る
論
文
で
も
、

ほ
ぼ
同
じ
論
旨
の
文
章
を
記
し
て
い
る（

（2
（

。

日
本
領
「
樺
太
」
の
内
地
編
入

　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
末
期
を
迎
え
た
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
三

月
二
三
日
、
日
本
政
府
は
、
日
本
領
「
樺
太
」
を
「
内
地
」
に
編
入
す
る
に
至
っ

た
。
帝
国
日
本
に
お
け
る
「
内
地
」
と
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
施
行
当
時
の
日

本
領
で
あ
っ
た
北
海
道
か
ら
沖
縄
県
・
小
笠
原
諸
島
に
至
る
地
域
の
こ
と
で
あ

る
。
時
の
政
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
、「
樺
太
ハ
朝
鮮
、
臺
湾
ト
異
リ
、
全
人
口

40
萬
ノ
中
、
内
地
人
38
萬
余
、
朝
鮮
人
１
萬
５
，０
０
０
余
ト
言
フ
人
口
構
成

ヲ
示
シ
（
ア
イ
ヌ
人
１
，０
０
０
余
人
、
所
謂
土
人
４
０
０
余
名
）、
法
令
ノ
施

行
状
況
、
諸
般
ノ
制
度
等
著
シ
ク
内
地
ニ
接
近
シ
居
ル
状
況
デ
ア
リ
マ
ス
ノ

デ
、
此
際
、
之
ヲ
内
地
ニ
編
入
シ
、
大
ナ
ル
支
障
ナ
シ
と
認
メ
タ
ル
次
第
デ
ア

41
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リ
マ
ス（

（2
（

」
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
補
足
説
明
を
加
え
れ
ば
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
に
勝
利
す
る
た
め
の
、
日
本
が
有
す
る
物
的
・
人
的
資
源

の
総
て
を
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
動
員
す
る
と
い
う
、「
総
動
員
体
制
」
を

構
築
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
僅
か
二
年
余
で
、「
終
戦
」
を
迎
え
た
だ
け
で
な
く
、

一
九
四
五
年
二
月
の
ア
メ
リ
カ
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
、
イ
ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
チ

ル
、
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
三
首
脳
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
ヤ
ル
タ
協
定
」

に
よ
り
、
同
年
八
月
一
五
日
の
「
終
戦
」
直
前
の
八
月
九
日
、
ソ
連
が
対
日
参

戦
し
た
た
め
、
ソ
連
軍
の
侵
入
に
よ
っ
て
、「
樺
太
島
」
＝
サ
ハ
リ
ン
島
全
域

が
ロ
シ
ア
領
に
編
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

な
お
、
日
本
領
「
樺
太
」
の
内
地
編
入
の
問
題
に
関
わ
る
「
外
地
」・「
植
民

地
」・「
内
地
」
と
い
う
用
語
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
先
に
見
た
原
暉
之
・
天
野

尚
樹
編
著
『
樺
太
四
〇
年
の
歴
史　
　

四
〇
万
人
故
郷　
　

』
で
詳
細
に
記
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
書
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

（
註
）

（
１
）、
松
田
傳
十
郎
著
『
北
夷
談
』（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
：
第
四
巻
・
探
検
・
紀

行
・
地
誌
（
北
辺
）』（
三
一
書
房
、
一
九
〇
一
年
）。

（
２
）、
こ
の
地
域
区
分
体
制
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
歴
史
に
み
る
ア
イ
ヌ

先
住
権　
　

江
戸
時
代
の
幕
藩
制
国
家
と
ア
イ
ヌ
民
族　
　

」（
ラ
ポ
ロ
ア
イ
ヌ

ネ
イ
シ
ョ
ン
・
北
大
開
示
文
書
研
究
会
編
『
イ
チ
か
ら
わ
か
る
ア
イ
ヌ
先
住
権
』

（
札
幌
市
：
か
り
ん
舎
刊
、
一
九
二
三
年
五
月
）
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

（
３
）、
外
務
省
条
約
局
『
旧
条
約
彙
集
』（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）、
拙
稿
「｛
カ
ラ
フ

ト
島
仮
規
則
｝
調
印
前
後
に
お
け
る
幕
府
の
「
北
蝦
夷
地
」
政
策
を
巡
っ
て
」（『
東

北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
第
53
号
』（
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究

所
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）。

（
４
）、
拙
稿
「
十
三
～
十
六
世
紀
の
北
東
ア
ジ
ア
と
ア
イ
ヌ
民
族　
　

元
・
明
朝
と
サ
ハ

リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
関
係
を
中
心
に　
　

」（
羽
下
範
彦
編
『
北
日
本
中
世
史
の
研

究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）。

　
　
　

拙
稿
「
十
三
～
十
七
世
紀
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
周
辺
諸
国
・
諸
民
族
」（『
中
世
史
講

座
：
第
11
巻　
　

中
世
に
お
け
る
地
域
・
民
族
の
交
流　
　

』（
学
生
社
、
一
九

九
六
年
）。

（
５
）、
羽
田
亨
編
『
満
和
辭
典
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
）、
河
内
良
弘
著
『
満
洲

語
文
語
文
典
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）。
池
上
二
良
著
『
満
洲

語
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）。

（
６
）、
間
宮
林
蔵
述
・
村
上
貞
助
編
『
東
洋
文
庫
４
８
４
、
東
韃
地
方
紀
行
』（
平
凡
社
、

一
九
八
八
年
）。

　
　
　

О
，П

，С
У
Н
И
К

。（
オ
ー
・
ペ
ー
・
ス
ニ
ッ
ク
）“У

Л
Б
Ч
С
К
И
Й　
Я
З
Ы
К

”

（
ウ
リ
チ
語
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
｛
現
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
｝、
一
九
八
五
年
）。
な
お
、「
ウ
リ
チ
語
」
辞
典
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
新
た
な
辞
典
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
得
て
い
な
い
の
で
、
ロ
シ
ア

側
出
版
の
「
ウ
リ
チ
語
」
辞
典
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
辞
典
が
唯

一
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
７
）、
拙
著
『
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
』（
草
風
館
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
８
）、
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
、
第
８
巻
』（
一
八
七
五
年
）。

（
９
）、
註
（
７
）
拙
著
。

（
10
）、
樺
太
ア
イ
ヌ
史
研
究
会
編
『
対
雁
の
碑　
　

樺
太
ア
イ
ヌ
強
制
移
住
の
歴
史　
　

』

（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
二
年
）。

（
11
）、
函
館
市
史
編
さ
ん
室
編
『
函
館
市
史
・
通
説
編
第
４
巻
』（
函
館
市
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
12
）、
北
海
道
編
『
新
北
海
道
史
年
表
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年

三
月
）。

（
13
）、
樺
太
庁
編
『
樺
太
廰
施
政
三
十
年
史
』（
樺
太
廰
、
昭
和
一
一
年
八
月
）。

（
14
）、
西
村
巌
著
『
南
樺
太
｛
概
要
・
地
名
解
・
史
実
｝』（
札
幌
市
・
協
業
組
合
高
速
印
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刷
（
セ
ン
タ
ー
内
出
版
部
、
一
九
九
四
年
）。

（
15
）、
註
（
７
）
拙
著
。

（
16
）、
加
藤
絢
子
「
樺
太
先
住
民
の
国
籍　
　

無
国
籍
か
ら
日
本
臣
民
へ　
　

」（
北
海
道
。

東
北
史
研
究
会
編
『
北
海
道
・
東
北
史
研
究
：
通
巻
第
８
号
』（
北
海
道
出
版
企

画
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
二
年
八
月
）。

（
17
）、
遠
藤
正
敏
「
戸
籍
の
現
在　
　

造
り
あ
げ
ら
れ
た
｛
家
｝
の
観
念　
　

日
本
人
を

呪
縛
す
る
｛
戸
籍
意
識
｝　
　

」（『
中
央
公
論
』
二
〇
二
二
年
六
月
号
）。

（
18
）、
北
海
道
編
『
新
北
海
道
史
年
表
』（
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
九
年

三
月
）。

（
19
）、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
桑
原
真
人
氏
が
そ
の
著
書
『
近
代
北
海
道
史
研
究
序
説
』

（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
八
八
二
年
三
月
）
で
、
永
井
秀
夫
氏
が
そ
の
著

書
『
日
本
の
近
代
化
と
北
海
道
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）

で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
20
）、
金
田
一
博
士
喜
寿
記
念
編
集
委
員
会
編
『
金
田
一
博
士
喜
寿
記
念
・
ア
イ
ヌ
文
化

志
：
金
田
一
京
助
選
集
Ⅱ
』（
三
省
堂
、
昭
和
三
六
年
四
月
）。

（
21
）、全
国
樺
太
連
盟
編『
樺
太
沿
革
・
行
政
史
』（
全
国
樺
太
連
盟
、一
九
七
八
年
六
月
）。

（
追
記
）

　

本
稿
は
、
二
〇
二
二
年
六
月
二
六
日
、
札
幌
市
教
育
文
化
会
館
で
ア
イ
ヌ
政

策
検
討
市
民
会
議
が
主
催
し
た
講
演
会
「
樺
太
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
考
え
る
」
で

話
を
し
た
「
幕
末
・
近
代
に
お
け
る
日
ロ
国
境
交
渉
と
｛
樺
太
ア
イ
ヌ
｝」
の

内
容
の
一
部
を
修
正
し
、
か
つ
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
榎
森　

進
）
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
十
五
号　

二
〇
二
三
年
十
二
月



出典：西村いわお著『南樺太』（高速出版）所収地図
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日
本
領
〝
樺
太
〟
時
代
の
同
地
の
住
人
と
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
関
す
る
一
考
察


